


「
挑
戦
と
創
造
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に

（
２
０
１
４
年
度
施
政
方
針
）

　

２
０
０
６
（
平
成
18
）
年
３
月
13
日
に
新
出
水
市

が
発
足
し
、初
代
の
市
長
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

二
期
８
年
間
、「
参
画
と
協
働
に
よ
る
、
市
民
が
主

役
の
温
か
さ
の
伝
わ
る
市
政
の
実
現
」
を
基
本
姿
勢

と
し
、
市
政
運
営
に
努
め
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
間
、
２
０
０
６
年
の
県
北
部
豪
雨
災
害
、

２
０
０
９
年
の
誘
致
企
業
の
撤
退
、
２
０
１
０
年
度

の
口
蹄
疫
、
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
発
生
、
東
日
本

大
震
災
な
ど
大
き
な
出
来
事
が
生
じ
ま
し
た
が
、
そ

の
度
に
、
市
民
の
皆
さ
ま
、
議
会
の
皆
さ
ま
と
と
も

に
、
そ
の
苦
難
を
乗
り
越
え
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
合
併
後
の
新
市
の
一
体
感
の
醸
成
や
地
域
間

融
和
に
努
め
、
行
政
内
部
に
お
き
ま
し
て
は
、
行
政
組

織
機
構
の
見
直
し
お
よ
び
人
材
育
成
等
を
進
め
、
職
員

数
の
削
減
、
補
助
金
の
見
直
し
、
さ
ら
に
は
、
市
民
の

皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
公

共
施
設
の
民
営
化
、
指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
な
ど
、

行
財
政
改
革
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
本
市
の
将
来
に

向
け
た
財
政
運
営
基
盤
を
構
築
で
き
た
も
の
と
確
信
い

た
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
は
、
こ
の
基
盤
の
上
で
、
将

来
の
本
市
発
展
に
向
け
た
施
策
の
実
現
に
邁ま

い
し
ん進
し
て
ま

い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
「
右
肩
上
が
り
の
時
代
は
終
焉
し
た
」
と
い
う
表

現
も
今
や
使
い
古
さ
れ
た
感
が
ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ

の
少
子
高
齢
化
、
人
口
減
少
社
会
の
到
来
、
グ
ロ
ー

バ
ル
化
が
広
が
る
中
、
地
方
に
お
い
て
も
自
治
体
間

競
争
の
時
代
に
、私
ど
も
行
政
運
営
に
携
わ
る
者
が
、

真
に
そ
の
こ
と
を
理
解
し
、
変
化
の
速
さ
に
対
応
で

き
て
い
る
の
か
と
、
常
に
自
問
自
答
し
な
が
ら
、
今

の
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
行
政
施
策
を
企
画
・
実
行
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
先
般
、
元
総
務
大
臣
の
増
田
寛
也
氏
ら
が

参
加
す
る
日
本
創
成
会
議
の
衝
撃
的
な
推
計
が
報
道

さ
れ
ま
し
た
。
出
産
可
能
性
が
高
い
20
歳
～
39
歳
の

女
性
人
口
を
推
計
し
、
そ
の
人
口
減
少
率
が
50
㌫
を

超
え
、
消
滅
の
可
能
性
の
あ
る
自
治
体
が
「
消
滅
可

能
性
自
治
体
」
と
し
て
公
表
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ

い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
推
計
の
と
お
り
に
人
口

変
化
が
起
こ
る
と
は
言
い
切
れ
ま
せ
ん
が
、
将
来
に

向
け
た
大
き
な
示
唆
と
し
て
受
け
止
め
る
必
要
が
あ

る
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
選
挙
に
臨
み
ま
し
て
、
私
は
「
こ
れ
ま
で

の
努
力
が
実
を
結
ぶ
４
年
間
」
と
す
る
こ
と
を
市
民

の
皆
さ
ま
に
訴
え
て
き
ま
し
た
。

　

今
後
、
こ
れ
ま
で
築
い
て
き
た
基
盤
の
上
に
ど
の

よ
う
な
も
の
を
創
り
あ
げ
て
行
く
か
、
本
市
の
将
来

を
見
据
え
た
施
策
を
ど
の
よ
う
に
展
開
し
て
い
く
か

が
課
題
で
あ
り
、
問
わ
れ
て
く
る
も
の
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　

私
は
、
こ
の
三
期
目
を
、
将
来
の
本
市
を
占
う
大

切
な
４
年
間
と
捉
え
、
変
化
す
る
状
況
を
正
確
に
把

握
し
、
将
来
を
見
据
え
、
想
像
し
、
新
た
な
施
策
を

創
り
出
す
「
挑
戦
と
創
造
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
全

力
を
挙
げ
て
、
喫
緊
の
行
政
課
題
の
解
決
と
大
胆
な

改
革
に
取
り
組
み
、
次
世
代
に
素
晴
ら
し
い
出
水
市

を
引
き
継
い
で
い
け
る
よ
う
精
一
杯
努
力
し
て
ま
い

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

副
市
長
に
川
畑
浩
志
氏
が
就
任

溝
口
省
三
氏
が
教
育
長
に
再
任

　

任
期
満
了
に
伴
い
、
５
月
12
日
の
出
水
市
議
会
第
２
回
臨
時
会
で
教

育
委
員
会
委
員
に
任
命
す
る
こ
と
に
同
意
さ
れ
た
溝
口
省
三
氏
（
68
歳
）

が
、
同
17
日
に
開
催
さ
れ
た
臨
時
の
教
育
委
員
会
で
、
教
育
長
に
再
任

さ
れ
ま
し
た
。

略　歴
出水市西出水町
宮崎大学卒
・出水教育事務所長
・姶良教育事務所長
・県教育庁学校教育課指導監
・大島教育事務局長
・鹿児島市立清水中学校長
・出水市教育委員会教育長

　

三
期
目
の
渋
谷
市
政
を
支
え
る
副
市
長
に
、
７
月
１
日
、
川
畑
浩
志

氏
（
54
歳
）
が
就
任
し
ま
し
た
。
同
氏
は
、
出
水
高
校
・
福
岡
大
学
を

卒
業
後
、
31
年
余
り
県
職
員
と
し
て
県
内
外
各
地
で
勤
務
し
、
今
回
、

ふ
る
さ
と
出
水
市
の
た
め
に
そ
の
行
政
経
験
を
い
か
し
て
も
ら
う
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

略　歴
出水市上知識町
福岡大学卒
・県東京事務所主査
・県総務部人事課主査
・県大島支庁総務課総務係長
・県企画部企画課主幹兼総務
　経理係長
・県農政部食の安全推進課長
　補佐兼管理指導係長
・県商工労働水産部商工政策
　課長補佐

執務中の渋谷市長
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夏
休
み
は
子
ど
も
た
ち
に

と
っ
て
水
難
事
故
が
起
こ
り

や
す
い
時
期
で
す
。

　

市
で
は
、
子
ど
も
た
ち
を

水
難
事
故
か
ら
守
る
た
め
に
、

次
の
35
カ
所
を
危
険
区
域
と

し
て
指
定
し
、
海
や
河
川
で

の
子
ど
も
だ
け
の
水
遊
び
を

禁
止
し
て
い
ま
す
。

　

本
市
内
の
海
や
河
川
で
、

遊
泳
場
と
し
て
指
定
し
て
い

る
場
所
は
あ
り
ま
せ
ん
。
家

庭
で
も
十
分
に
注
意
を
し
て

く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
交
通
事
故
防
止
の

た
め
に
日
頃
か
ら
子
ど
も
た

ち
に
交
通
ル
ー
ル
を
守
る
よ

う
に
、
学
校
や
家
庭
、
地
域

ぐ
る
み
で
声
か
け
を
お
こ
な

い
ま
し
ょ
う
。
特
に
、
自
転

車
利
用
に
よ
る
事
故
が
市
内

で
も
多
発
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
二
人
乗
り
や
無
灯
火
運

転
等
を
し
な
い
な
ど
自
転
車

乗
車
時
の
マ
ナ
ー
の
徹
底
を

地
域
ぐ
る
み
で
推
進
し
て
い

き
ま
し
ょ
う
。
な
お
、
小
学

生
の
自
転
車
乗
車
は
、
ヘ
ル

メ
ッ
ト
着
用
を
義
務
化
し
て

い
ま
す
。

　出水市水難事故・交通事故防止対策連絡会　共通実践事項
　・海や河川での子どもたちだけの水遊びは禁止
　・自転車乗車時のマナーの徹底を図る。

～地域ぐるみで子どもたちを守ることが大切です～

 

３４六月田橋

３５ため池（平松池、上ノ原池、蒲田池）

出水高

出水小

市立図書館

白木川内温泉

米ノ津駅

市立総合医療センター

下水流小

野
田
郷

米ノ津港

名護港 ▲

▲
土取山

▲

鬼岳 

鮎川

宮之元

大川内小

２ 高川ダム

３ 五万石溝 頭首口

５ 観音淵

１２ 上谷池

１３ 蕨島一帯

出水駅

１ 轟の瀬

６ 白淵

大川内中

東出水小

出水警察署

矢筈岳

野田小

出水商業高
米ノ津中

米ノ津小

文化会館

クレインパーク

１０ 知識井堰 

８ 梁橋

青年の家

野田支所

高尾野中

高尾野小

医師会立第二病院

１５ 坂本川の府津野淵上流 

西出水駅

出水中央高

医療センター

高
尾
野
駅

高
尾
野
支
所

７ 水天淵

９ 大井手井堰

１１ 武本橋

４ 合流点付近

下平野

日添

芭蕉

東光山公園 

下中

砂原

高尾野ダム

御手洗ダム

上水流

荒崎

大久保

下高尾野

米ノ津東小

敬老園

１４ ワッゾン淵 

蕨島

出水工西出水小

荘小 

荘中

八幡

出水中

蕨島小

ツル観測センター

出水市役所

１６ 小僧淵

１７ 山神橋

１８ 樋掛橋

１９ 矢房橋

２０ 千間山橋

２１ 上水流橋

２２ 下原橋 

江内小

江内中

野田中

２３ 嶽ダム  

２５ 涼松ため池

２４ 野田川 

２６ 若宮ため池 

２７エンガキため池

２８熊野神社前ため池 

２９ 木串池 

３０ 小島の池 

３１ 冷筋の池 

野口漁港

2014 年度 

水難事故危険区域地図 

３２ 平坊の池 

３３ 椎井手

出
水
市
水
難
事
故
・
交
通
事

故
防
止
対
策
連
絡
会
か
ら
の

お
知
ら
せ

水難事故防止運動強調期間　７月 21 日（月）～８月 31 日（日）

問い合わせ先　出水市水難事故・交通事故防止対策連絡会事務局
　　　　　　　（教育委員会学校教育課　☎ 63 － 4079）
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概要をお知らせします

（６月補正予算後）

今年度予算の特徴

2014年度当初予算は、４月に

市長選挙が予定されていたた

め、骨格予算として市民生活へ

の影響を配慮しながら、介護・

措置・医療関係費等の義務的な

経費や継続的な事業に必要な経

費を中心に編成しました。

そのため、政策的な判断が必

要となる新規施策などは選挙後

の６月補正予算で計上していま

す。

●国庫支出金は、臨時福祉給付

金、子育て世帯臨時特例給付

金の増などにより、５億４千

万円（21.1%）の増

●諸収入は、病院事業営業運転

資金長期貸付金元利償還額な

どの減により５億８千万円

（71.0%）の減

●市債は、保育所の整備や中学

校校舎の整備の終了により６

億５千万円（29.3%）の減

●衛生費は、病院事業営業運転

資金長期貸付金の減などによ

り、２億８千万円（8.9%）の

減

●教育費は、学校建設費の減な

どにより、２億２千万円

(7.8%）の減

●公債費は、繰上償還元金（紅

葉園分）の減などにより、２

億３千万円（8.4%）の減

歳入のポイント 歳出のポイント

※予算額の増減は、前年度当初予算と比較しています。

温かさの伝わる市政の実現～

本年度予算の特徴 歳入のポイント 歳出のポイント
　2014 年度当初予算は、４
月に市長選挙が予定されてい
たため、骨格予算として市民
生活への影響を配慮しながら、
介護・措置・医療関係費等の
義務的な経費や継続的な事業
に必要な経費を中心に編成し
ました。
　そのため、政策的な判断が
必要となる新規施策などは選
挙後の６月補正予算で計上し
ています。

●国庫支出金は、臨時福祉給付
　金、子育て世帯臨時特例給
　付金の増などにより５億４
　千万円（21.1%）の増
●諸収入は、病院事業営業運
　転資金長期貸付金元利償還
　額などの減により５億８千
　万円（71.0%）の減
●市債は、保育所の整備や中
　学校校舎の整備の終了によ
　り６億５千万円（29.3%）
　の減

●衛生費は、病院事業営業運転
　資金長期貸付金の減などによ
　り、２億８千万円（8.9%）　
　の減
●教育費は、学校建設費の減な
　どにより、２億２千万円 (7.8
　%）の減
●公債費は、繰上償還元金（紅
　葉園分）の減などにより、２
　億３千万円（8.4%）の減

※予算額の増減は、前年度当初予算と比較しています。

自主財源 62億7,780万円 (27.1%)

依存財源 168億5,451万円 (72.9%)
市税や使用料・手数料など、市の自主的な収入（お金）

国や県の基準に基づき、交付されたり割り当てられたりするお金

市税

分担金及び負担金

使用料及び手数料

諸収入ほか

地方交付税

国庫支出金

県支出金

市債

地方譲与税
2億6,000万円 (1.1%)
国が徴収した税金から一定基準に

従い譲与されるお金利子割交付金ほか 5億4,254万円 （2.3%）
県が徴収した利子にかかる税金の中から交付されるお金など

15億8,870万円 (6.9%)
国や金融機関から借り入れるお金

14億5,246万円 (6.3%)
県が認めた特定の事務事業の

実施に当たって県から交付されるお金

98億9,279万円 (42.8%)
全国の自治体が同水準の行政を

進められるよう、財政運営の均衡を

とるため国から交付されるお金

31億1,802万円 （13.5%）
国が認めた特定の事務事業の

実施に当たって国から交付

されるお金

歳入
231億3,231万円

依

存

財

源
5億1,103万円 (2.2%)
諸収入、財産収入、寄附金、繰入金

繰越金

4億734万円 (1.8%)
市の施設使用料や住民票、各種証明

書などの交付手数料

3億1,330万円 (1.3%)
市が行う事業で特定の利益を受ける

人などから徴収するお金

自

主

財

源

（内訳） 市民税 20億 397万円

固定資産税 25億1,789万円

軽自動車税 1億5,614万円

市たばこ税 3億6,800万円

入湯税 13万円

自主財源 62億7,780万円 (27.1%)

依存財源 168億5,451万円 (72.9%)
市税や使用料・手数料など、市の自主的な収入（お金）

国や県の基準に基づき、交付されたり割り当てられたりするお金

50億4,613万円 (21.8%)
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※企業会計は、収益的支出と資本的支出の合計額です。

2014年度 予算の

一般会計 現予算

特別会計
区　　　　分 予算額

国民健康保険（事業勘定） 82億5,003万円

後期高齢者医療 6億3,370万円

介護保険 57億2,206万円

交通災害共済 1,808万円

下水道 13億  652万円

特定環境保全公共下水道 4億7,293万円

農業集落排水 2億5,310万円

地方卸売市場 2,231万円

合　　　　計 166億7,873万円

企業会計
区　　　　分 予算額

水道事業会計 13億  424万円

病院事業会計 72億4,532万円

合　　　　計 85億4,956万円

性質別歳出
区　　　　分 予算額 構成比

人件費 51億8,044万円 22.4%

物件費 26億3,874万円 11.4%

維持補修費 1億9,335万円 0.8%

扶助費 48億3,550万円 20.9%

補助費等 31億7,174万円 13.7%

普通建設事業費 15億8,525万円 6.9%

公債費 25億8,669万円 11.2%

繰出金 25億1,932万円 10.9%

その他 4億2,128万円 1.8%

歳出合計 231億3,231万円 100.0%

本年度は４月に市長選挙が予定されていたため、

当初予算は骨格予算として編成されていました。

そのため、本年度の予算の概要については、選挙

後の６月補正予算に計上された事業などを含めてお

知らせします。

～参画と協働による、市民が主役の

区　　分 予算額 構成比
人件費 51 億 8,044 万円 22.4%
物件費 26 億 3,874 万円 11.4%
維持補修費 1 億 9,335 万円 0.8%
扶助費 48 億 3,550 万円 20.9%
補助費等 31 億 7,174 万円 13.7%
普通建設事業費 15 億 8,525 万円 6.9%
公債費 25 億 8,669 万円 11.2%
繰出金 25 億 1,932 万円 10.9%
その他 4 億 2,128 万円 1.8%
歳出合計 231 億 3,231 万円 100.0%

区　　　分 予算額
国民健康保険（事業勘定） 82 億 5,003 万円
後期高齢者医療 6 億 3,370 万円
介護保険 57 億 2,206 万円
交通災害共済 1,808 万円
下水道 13 億 0,652 万円
特定環境保全公共下水道 4 億 7,293 万円
農業集落排水 2 億 5,310 万円
地方卸売市場 2,231 万円
合　　　計 166 億 7,873 万円

性質別歳出 特別会計

区　　　分 予算額
水道事業 13 億 0,424 万円
病院事業 72 億 4,532 万円
合　　　　計 85 億 4,956 万円
※企業会計は、収益的支出と資本的支出の合計額です。

企業会計

議会費

総務費

民生費

衛生費
農林水産業費

商工費

土木費

消防費

教育費

公債費

その他

84億8,182万円 (36.7%)
高齢者や乳幼児、障害者などの

福祉、生活保護、災害救助など

24億2,476万円 (10.5%)
税務、戸籍、選挙などの事務や

市役所の管理など

2億2,613万円 (1.0%)
市議会の運営5,323万円 (0.2%)

労働費、災害復旧費、予備費

25億8,669万円 (11.2%)
市の借金の返済

歳出
231億3,231万円

（目的別）

27億779万円 (11.7%)
幼稚園や小中学校、社会教育、

芸術文化、スポーツの振興など

28億6,273万円 (12.4%)
各種健康診断や救急医療対策、ごみ処理など

8億4,603万円 (3.6%)
農林水産業の振興、農道・林道・漁港の整備など

3億952万円 (1.3%)
商工業や観光の振興、企業誘致など

19億101万円 (8.2%)
道路や橋、公園、住宅整備など

7億3,260万円 (3.2%)
消防署・消防団の管理運営、

消防施設の整備など
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２０１４年度の主な事業

１．生 活 環 境 ２．社 会 基 盤 ３．教 育 文 化

５．産 業 経 済 ６．住 民 自 治 ７．行 財

４．保 健 医 療 福 祉

4

7

5

6

恵まれた地域資源を生かした多様な産業が躍進するまちづくり

住民と行政が協働するまちづくり

健全で効率的な行財政運営を推進するまちづくり

住 民 自 治

行 財 政

産 業 経 済

思いやりと温かさがはぐくむ健康・福祉のまちづくり

豊かな緑ときれいな水を未来に引き継ぐまちづくり

安全・安心で快適な都市基盤が整った人と自然を大切にするまちづくり

歴史と文化の薫りが暮らしを彩る教育と住民自治のまちづくり

生 活 環 境

社 会 基 盤

教 育 文 化

保健医療福祉

1

2

3

2014年度に市が実施する主な事業を紹介します。

○合併処理浄化槽設置整備事業

1億9,564万円

○環境にやさしいまちづくり事業

7,268万円

○慈光苑火葬炉改

修事業

4,620万円

○一般道路整備事業 2億円

○道路新設改良補助事業

1億3,680万円

○橋梁維持補修補助事業

9,150万円

○土砂災害・原子力防災マップ

作成事業 2,000万円

○高規格救急自動

車購入事業

3,163万円

○出水・高尾野小学校校舎改築

事業

○小学校・中学校小規模校集合

学習事業 44万円

4億4,410万円

○伝統的建造物群保存対策事業

1,414万円

○夜間一次救急診療所運営

負担金 2,083万円

○障害児通所支援事業

1億752万円

○妊婦健康診査及び

妊婦・新生児訪問

事業（妊婦健診

助成 １４回）

4,992万円

○健康増進事業（がん検診、健康

教育、健康相談等）1億1,711万円

○予防接種事業（水痘ワクチン、

成人用肺炎球菌

ワクチン接種

の法制化）

1億5,502万円

○臨時福祉給付金給付事業

2億3,518万円

○子育て世帯臨時特例給付金

給付事業 6,617万円

○放課後児童クラブ事業

4,295万円

○来て観て体農自味交流事業

（平和学習教育旅行誘致業務

委託等） 1,189万円

○青年就農給付金

4,350万円

○中山間地域等直接

支払交付金（角石

地区ほか28地区）

3,198万円

○ツルと歴史のまち応援基金活

用事業（地域活性化団体活動

報償金、観光牛車支援、空き

店舗活用支援）

300万円

○コミュニティ助成

事業補助金

（六月田下、

西大野原自

治会） 500万円

○山口県周南市人事交流事業

120万円

○人事給与システム更新事業

1,512万円

○行政改革推進費（公共施設白書

作成業務委託等）

1,049万円
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市債残高の推移（借金）

基金残高の推移（貯金）

政策判断に基づいて新たに編成した主な予算

出水総合医療センター改修事業 1億5,227万円 国際交流候補地視察事業 63万円
消化器疾患センター等診療体制の再構築に伴う 平和学習プログラム策定事業（官学連携事業） 93万円
改修工事 戦争体験等調査支援委託等

病院事業営業運転資金貸付 2金 億円 東光山公園周辺整備事業 500万円
貸付金償還繰延等による病院事業支援強化に伴う 基本設計委託
長期貸付金の減額（△4億5千万円）

子ども医療費助成事業 1億6,068万円
住宅建築等工事促進事業 6,300万円 対象年齢上限の拡大（18歳までの子どもに対する

補助対象工事の拡大（非木造住宅改築） 医療費の自己負担額全額）
海外観光客誘致活動事業 90万円 子ども・子育て支援事業計画策定事業 216万円
ツルと歴史のまち応援寄附者への特産品贈呈 42万円 乳がん・子宮がん検診事業 489万円
事業 対象者の拡大（平成21年～24年度の未受診者の追加）
地場産業起業支援事業補助金 200万円

補助対象の拡大（正規職員５人以上⇒３人以上）
こころのプロジェクト「夢の教室」開催事業 420万円

対象 小学校５年生
多面的機能支払交付 2金 ,160万円 旧海軍出水航空基地掩体壕補修事業 815万円

農業用施設長寿命化活動対策（16地区） 設計委託、補修工事
農地維持活動対策（14地区） 小学校転落防止用手すり設置事業 2,150万円
農村地域資源向上共同活動対策（14地区） 上場小学校ほか12校

漁業施設等改修事業補助 万63金 円
名護漁港市場海水ポンプ取替え

福ノ江船溜航路しゅんせつ事業補助金 128万円

農・商・工連携＝６次産業化による地場産業の育成⑶

⑴

⑵ 商工業振興対策

市民の命を大切に 観光振興による交流人口の増大

歴史と文化彩る郷土教育の推進⑹

⑷

思いやりと温かさが育む健康・福祉のまちづくり⑸

基金は家庭での貯金

に相当するもので、特

定の目的や市町村合併

に伴う地方交付税の優

遇措置が2016年度から

段階的に縮小・廃止さ

れることへの対応と安

定的な財政運営を確保

するため、必要な積立

てを行うとともに、確

実かつ効率的な運用に

努めます。

基金の2014年度末で

の残高は、約174億円と

なる見込みです。

学校や福祉施設など

を建設する場合のよう

に、長期間にわたって

多くの市民が利用する

ことができ、多額の費

用が必要なもののため

に、市が銀行などから

調達する長期的な借入

金を「市債」といいま

す。

市債の2014年度末で

の残高は、一般会計で

約231億円、特別会計と

企業会計を加えた全会

計で約461億円となる見

込みです。

0
20
40
60
80

100
120
140
160
180

2009
年度末

2010
年度末

2011
年度末

2012
年度末

2013
年度末

2014
年度末見込み

（単位：億円）

軸ラベル財政調整基金残高 減債基金残高 その他基金残高

0

100

200

300

400

500

600

2009
年度末

2010
年度末

2011
年度末

2012
年度末

2013
年度末

2014
年度末見込み

（単位：億円）

一般会計起債残高 特別会計起債残高 企業会計起債残高

広報いずみ2014（平成26年）８月7



　

採
用
と
同
時
に
市
内
に
居
住
で
き

　

る
方
と
し
ま
す
。

試
験
日
時

　

９
月
７
日
（
日
）
午
前
９
時

試
験
会
場

　

出
水
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー

受
験
申
込
受
付
期
間

　

８
月
１
日
（
金
）
～
同
21
日
（
木
）

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

※
土
曜
・
日
曜
日
を
除
き
ま
す
。
郵

　

送
の
場
合
は
、
最
終
日
到
着
分
ま

　

で
に
限
り
受
け
付
け
ま
す
。

受
験
手
続
き　
受
験
申
込
書
（
出
水

　

総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
経
営
企
画
課
、

　

高
尾
野
診
療
所
、
野
田
診
療
所
、

　

出
水
市
役
所
市
民
相
談
室
、
各
支

　

所
地
域
振
興
室
に
準
備
。
ホ
ー
ム

　

ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
）
に
必
要
事
項

　

を
記
入
の
上
、
出
水
総
合
医
療
セ

　

ン
タ
ー
経
営
企
画
課
に
提
出
し
て

　

く
だ
さ
い
。
受
験
申
込
書
の
請
求

　

・
提
出
は
郵
送
で
も
可
能
で
す
。

　

請
求
は
、
封
筒
の
表
に
「
受
験
申

　

込
書
請
求
」
と
朱
書
き
し
、
１
２

　

０
円
切
手
を
貼
付
し
た
あ
て
先
明

　

記
の
返
信
用
封
筒
（
角
型
２
号
封

　

筒
：
Ａ
４
判
）
を
同
封
し
、
経
営

　

企
画
課
に
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
８
９
９

－

０
１
３
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出
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町
５
２
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出
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営
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（
☎
�
１
６
１
１
）

職　　種 採用予定人員 受験資格（次のいずれの要件も満たす者とします。）

一般事務職
（区分Ａ） ６人程度

① 1985（昭和 60）年４月２日から 1993（平成５）年４月１日まで
　の間に生まれた者
②学校教育法に基づく大学（短期大学を除く。）またはこれと同等
　と認める大学等を卒業した者（2015（平成 27）年３月までに卒業
　する見込みの者を含む。）

一般事務職
（区分Ｂ） 若干名

① 1989（平成元）年４月２日から 1997（平成９）年４月１日まで
　の間に生まれた者
②学校教育法に基づく高等学校卒業程度の学力を有する者（2015（平
　成 27）年３月までに卒業する見込みの者を含む。
※ただし、区分Ａの受験資格②を満たす者を除く。

消防職（初級） ４人程度

① 1989（平成元）年４月２日から 1997（平成９）年４月１日まで
　の間に生まれた者
②学校教育法に基づく高等学校卒業程度の学力を有する者（2015（平
　成 27）年３月までに卒業する見込みの者を含む。）
③両眼とも裸眼視力が０．３以上あること。
④色覚、聴力とも正常であること。

建築技術職 若干名 ① 1980（昭和 55）年４月２日以降に生まれた者
②一級建築士の資格を有する者

学芸員（鳥類） 若干名 ①学芸員（鳥類）の資格を有する者
②英語能力が TOEIC860 点以上または採用試験案内の基準以上の者
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職　　種 採用予定
人員 受験資格（次のいずれの要件も満たす者とします。）

看　護　師 ３人 ① 1974（昭和 49）年４月２日以降に生まれた者
②看護師免許を有する者

薬　剤　師 ２人
① 1974（昭和 49）年４月２日以降に生まれた者
②薬剤師の免許を有する者または 2015（平成 27）年　
５月末日までに取得見込みの者

診療放射線
技師 １人

① 1984（昭和 59）年４月２日以降に生まれた者
②診療放射線技師の免許を有する者または 2015（平成
　27）年５月末日までに取得見込みの者
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○　
夏
祭
り

○　
夏
祭
り
今
年
も
盛
大
に

　
開
催
し
ま
す
!!

■
高
尾
野
夏
祭
り

開
催
日　
８
月
２
日
（
土
）

会　

 

場　
高
尾
野
駅
前
通
り

内　
容

午
後
２
時　

子
ど
も
向
け
イ
ベ
ン
ト

午
後
６
時　

子
ど
も
み
こ
し
、
踊
り

　

パ
レ
ー
ド
、
の
ど
自
慢
ほ
か

午
後
９
時
10
分
ご
ろ　

花
火
大
会

問
い
合
わ
せ
先

　

鶴
の
町
商
工
会
高
尾
野
本
所

　
（
☎
�
１
０
６
５
）

■
野
田
郷
夏
祭
り

開
催
日　
８
月
16
日
（
土
）

会　
場　
野
田
グ
ラ
ウ
ン
ド

内　
容

午
後
６
時　

子
ど
も
み
こ
し
乱
舞

午
後
７
時　

演
奏
＆
踊
り
の
競
演

午
後
８
時
30
分
ご
ろ　

花
火
大
会

問
い
合
わ
せ
先

　

鶴
の
町
商
工
会
野
田
支
所 

　
（
☎
�
２
０
６
２
）

文化祭の参加者を募集
　本年度も、 出水地域、 高尾野地域、 野田地域の各地域ごとに開催します。
　各地域ごとに募集期間や申込先が異なりますのでご注意ください。

地域の区分 開催日
開　催　場　所

募集期間 申込 ・ 問い合わせ先
舞台発表 展示発表

野田地域
10月25日（土）

野田農村環境改善センター ９月１日（月）まで
野田教育支所　☎８４－２０２６
　　　　　　　　　　ＦＡＸ８４－２０７８10月26日（日）

出水地域
11月１日（土）

文化会館 総合体育館
８月１日（金）
　～９月１日（月）

生涯学習課　☎６３－２２００
　　　　　　　　　ＦＡＸ６３－２２０２11月２日（日）

高尾野地域
11月８日（土） 高尾野農村環境

改善センター
高尾野体育館 ９月１日（月）まで

高尾野教育支所　☎８２－５４６３ 
　　　　　　　　　　　ＦＡＸ８２－１１１５11月９日（日）

成人式実行委員会のメンバーを募集
　市では、2015（平成 27）年１月５日（月）に平成 27 年出水市成人式を開催します。対象者は、1994（平成６）
年４月２日から 1995（平成７）年４月１日までに生まれた方です。
　また、成人式を盛り上げるためにさまざまなアイデアを出し合い、協力して成人者記念行事の企画運営に参
加を希望される新成人の方を募集します。
　一生に一度きりの、この年齢でしか経験できないことです。申し込みは１人でも、友だちを誘ってグループ
単位でもかまいません。多くの方のお申し込みをお待ちしています。

　実行委員申込期限　８月 29 日（金）

　申込・問い合わせ先　
市中央公民館内生涯学習課（☎ 63 － 2200）
高尾野教育支所生涯学習室（☎ 82 － 5463）
野田教育支所生涯学習室（☎ 84 － 2026）

出水市成人式日程等
期　日　2015年１月５日（月）

会　場　市文化会館

日　程　　受　　　　付　午前10時～同10時30分

　　　　　記念写真撮影　午前10時35分～同11時15分

　　　　　式　　　　典　午前11時30分～午後０時30分

　

毎
年
８
月
に
開
催
さ
れ
る
夏
祭
り
が
、
今
年
も
高
尾
野
、
野
田
に
や
っ

て
き
ま
す
。
子
ど
も
向
け
の
イ
ベ
ン
ト
、
の
ど
自
慢
大
会
、
子
ど
も
た
ち

の
お
み
こ
し
が
あ
っ
た
り
、
迫
力
満
点
の
太
鼓
シ
ョ
ー
な
ど
、
終
始
歌
と

踊
り
の
雰
囲
気
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　

最
後
は
、
も
ち
ろ
ん
花
火
大
会
。
高
尾
野
駅
で
は
、
花
火
列
車
も
運
行

予
定
で
す
。
ち
ょ
っ
と
懐
か
し
い
ノ
ス
タ
ル
ジ
ッ
ク
な
雰
囲
気
の
夏
祭
り

が
あ
な
た
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

８
月
の
土
曜
は
、
高
尾
野
夏
祭
り
、
野
田
郷
夏
祭
り
に
足
を
お
運
び
く

だ
さ
い
。
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施設名 指定期間（予定） 所管課（連絡先）

中央公民館・文化会館・
音楽ホール

2015（平成 27）年 4 月 1 日から 2020（平成 32）年 3 月 31
日までの 5 年間
※ただし、当該施設の指定を初めて受けようとする指定管理
　者候補者は 2018（平成 30）年３月 31 日までの３年間

生涯学習課
（☎ 63 － 2200）

児童デイサービス
ひだまり

福　祉　課
（☎ 63 － 4045）

ツル観察センター
観光交流課

（☎ 63 － 4061）出水駅観光特産品館「飛来里」
および「総合観光ステーション」

野田農産加工施設 農　政　課
（☎ 82 － 5426）

募集要項の配布　８月１日（金）に市ホームページに掲載しますので、ダウンロードしてください。
募 集 の 期 間　８月１日（金）～同 25 日（月）
応 募 資 格　募集要項の資格要件を満たす法人または団体
※その他現地説明会の日程等、詳細につきましては、市ホームページをご覧になるか各所管課へお問い合わせ
　ください。

　市では、住民サービスの向上および効率的な施設運営を目的として、公の施設の管理運営を民間事業者など
の法人等に行っていただく指定管理者制度を導入しています。
　今回は、本年度末で指定期間が満了する次の施設について、指定管理者を希望する法人等を募集します。

公の施設の指定管理者を募集

主な変更点
　増改築の工事については、非木造住宅も対象になります。また、所有者要件について一部緩和されます。
※一定の条件がありますので、不明な点等詳しくはお問い合わせください。
事業の趣旨
　緊急経済対策として、市内建築業者を利用して住宅の新築または増改築の工事を行った方に対し、予算の範
　囲内において補助金を交付します。
補助対象の要件（８月１日以降申請分）
○過去において本事業による補助金を受けていないこと
○住宅であること（登記簿等により確認）※新築工事の場合は、木造住宅のみ対象
○本年４月１日現在出水市に住所を有し、自らが所有しかつ居住する住宅であること
※ただし、所有者と居住者が異なる場合でも認められる場合がありますので、事前にご相談ください。
※賃貸を目的とした住宅は対象外となります。
○施工業者は市内の建築業者等であること
○市税等の滞納がないこと（施主、施工業者とも）
○必ず工事着工前に申請し、承認を受けること
※工事着工後の申請は対象となりません。なお、市の他の助成がある場合は、そちらを優先します。
助　成　額
　１　新　築　30 万円（対象工事費が 300 万円を超えるもの）
　２　増改築　最大 15 万円（対象工事費× 15㌫とし、対象工事費が 20 万円を超えるもの）
※補助金の交付は、１回限りとします。
事業完了提出期限
　2015（平成 27）年３月 31 日まで
※これから新築や増改築を検討される方は、事前にお問い合わせください。
問い合わせ先　本庁商工労政課商工労政係（☎ 63 － 4800）

木造住宅新築等建築工事促進事業の対象を拡大します
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Ｑ　公共施設マネジメントとは？
Ａ　公共施設の老朽化、人口減少、少子高齢化、厳しい財政状況など本市を取り巻く様々な課題があり、これ
　らの解決のため、市の公共施設の統廃合等を進め、身の丈に合った公共施設の運営をしようとするものです。
　　現在、市では統廃合等の検討の基礎資料として、公共施設白書を作成中であり、その内容については、来
　月号から順次お知らせします。
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【人口推移と将来予測】  
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人口推移と将来予測

≪凡例≫  
 
 65 歳以上  
 
 15 歳から  
 64 歳まで  
 
 14 歳以下  

人 口 の 将 来 予

測の出典：国立

社会保障・人口

問題研究所  

県立宮之城高等技術専門校推薦入校生を募集
　木工・建築大工の技術技能の習得を目的と
した入校生　（推薦）を募集します。
　募集科目　室内造形科、建築工学科
　受付期間　９月１日（月）～同 26 日（金）
　応募資格　本年度高等学校を卒業見込みの者
　選考方法　適性試験（筆記）、面接
※詳しくは、鹿児島県立宮之城高等技術専門
　校（さつま町）（☎ 0996 － 53 － 0207）に
　お問い合わせください。

　

２
０
１
０
年
の
人
口
５
万
５
６
２
１
人
が
、

２
０
４
０
年
に
は
４
万
６
９
５
人（
１
万
４
９
２
６
人
、

26
・
８
㌫
減
少
）
に
な
る
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。
人

口
構
成
比
で
は
、
65
歳
以
上
の
割
合
が
増
え
、
15
歳
～

64
歳
、
14
歳
以
下
の
い
ず
れ
の
割
合
も
減
少
す
る
予
測

と
な
っ
て
い
ま
す
。

市では、公共施設マネジメント事業に取り組んでいます。

　本市の公共施設の 48㌫が建築後 30 年を経過しています。建築後 30 年を経過すると、一般的に
大規模改修が必要と言われています。

人権同和問題啓発強調月間
　県では、８月を「人権同和問題啓発強調月間」と定め、期間中にテレビ、ラジオ
による啓発放送や新聞広告など、様々な人権啓発活動を集中的に実施します。
　私たちの社会には、同和問題をはじめ、子どもや高齢者への虐待、女性、
障害者等に関する人権問題が依然として存在しています。
　これらの人権問題を解決するためには、県民一人一人がお互いの人権を尊重
し、偏見や差別のない社会の実現に向けて意識を高めていくことが大切です。
　この機会に、皆さんも身近なことから人権について考えてみませんか。
問い合わせ先　県庁人権同和対策課（☎ 099 － 286 － 2574）

総延床面積 33 万１千㎡　人口１人当たり 5.98㎡
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リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
エ
コ
リ

ア
北
薩
で
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
や
施

設
の
し
く
み
等
を
展
示
し
、
実
際

の
運
転
状
況
が
見
学
で
き
る
見
学

者
コ
ー
ナ
ー
を
常
設
し
て
い
ま
す
。

　

８
月
24
日
に
は
、
粗
大
ご
み
か

ら
修
理
再
生
さ
れ
た
自
転
車
や
家

具
な
ど
が
当
た
る
抽
選
会
を
行
う

ほ
か
、
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
に

搬
入
さ
れ
た
書
籍
・
衣
類
等
を
、

数
量
限
定
で
無
料
頒
布
し
ま
す
。

　

ま
た
、
普
段
見
る
こ
と
の
出
来

な
い
施
設
の
内
部
を
お
見
せ
す
る

バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
ツ
ア
ー
も
開
催
し

ま
す
。

　

参
加
費
は
無
料
で
す
の
で
、
ぜ

ひ
、
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

展
示
期
間　
８
月
１
日
（
金
）
～

　

同
22
日
（
金
）

※
土
曜
・
日
曜
日
を
除
く
午
前
８

　

時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

抽
選
会
日
時

　

８
月
24
日
（
日
）

○
午
前
９
時　

無
料
頒
布
開
始

○
午
前
９
時
20
分　

バ
ッ
ク
ヤ
ー

　

ド
ツ
ア
ー

○
午
前
10
時　

抽
選
会

※
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

　

覧
く
だ
さ
い
。

催
　
　
　し

催
　
　
　し

日　
時　
９
月
３
日
（
水
）

　

開
場　

午
後
６
時

　

開
演　

午
後
６
時
30
分

場　
所　
市
音
楽
ホ
ー
ル

※
高
尾
野
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ

　

ー
か
ら
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

エ
コ
リ
ア
北
薩

リ
サ
イ
ク
ル
祭
り
開
催

　上映日時  ９月 ７日（日）　　①午前９時30分開場同10時開演　　②午後１時30分開場同２時開演

９月23日（火）　　①午前９時30分開場同10時開演　　②午後１時30分開場同２時開演

　８月１０日（日）

会   場

入場料

　前売り 1,000円
高校生以下　　　　：　500円
ペア券（大人２枚）：1,800円

　当　日 大　　　 　人　　　　：1,200円
高校生以下 　 　　：　700円

　★前売券は出水市中央公民館および

　　 各販売所にて販売してます。

　　販売所

　　　出水市中央公民館

　　　諏訪書店、金海堂、リリーズ、

　　　安易屋衣料品店

　　　㈲南日本新聞野田販売所

　　　セブンプラザエジソン館（マエダ電器）

主催：市音楽ホール指定管理者　株式会社トシヒロ

出水市中央公民館（☎63－2106）

大　　 　　人　　　　：

2014年度指定管理者主催事業　福山雅治主演映画『そして父になる』

　　出水市音楽ホール

　　★全席自由席★

　問い合わせ先

チケット販売開始日

問
い
合
わ
せ
先

　

北
薩
広
域
行
政
事
務
組
合
リ
サ

　

イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
エ
コ
リ
ア
北

　

薩
（
☎
�
４
１
１
１
）

日　
時　
９
月
17
日
（
水
）

　

開
場　

午
後
６
時
30
分

　

開
演　

午
後
７
時

場　
所　
市
音
楽
ホ
ー
ル

入
場
料　
一
般　

２
千
円

　

大
学
生
以
下　

千
円

※
全
席
自
由
席

演
奏
曲
目

○
バ
ッ
ハ
：
パ
ル
テ
ィ
ー
タ
第
１

　

番
、
変
ロ
長
調
Ｂ
Ｗ
Ｖ
８
２
５

○
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
：
ソ
ナ
タ
二
長

　

調
Ｋ
Ｖ
５
７
６

○
ド
ビ
ュ
ッ
シ
ー
：
前
奏
曲
集
第

　

１
巻

問
い
合
わ
せ
先　
村
原
仁
美
ピ
ア

　

ノ
リ
サ
イ
タ
ル
実
行
委
員
会　

　
（
☎
�
０
９
０
５
）

ゲ
ス
ト　
先
立
か
ず
代
（
代
表
曲

　

お
れ
ん
じ
鉄
道
、女
の
旅
路
ほ
か
）

入
場
料　
前
売
券　

２
５
０
０
円

　

当
日
券　

３
千
円

販
売
所　
市
内
Ａ
コ
ー
プ
各
店

　

高
尾
野
温
泉
セ
ン
タ
ー
も
み
じ

　

市
内
ス
ー
パ
ー
よ
し
だ
各
店

　

セ
ブ
ン
プ
ラ
ザ
エ
ジ
ソ
ン
館　

　
（
マ
エ
ダ
電
器
）

問
い
合
わ
せ
先　
前
田
整
骨
院

　
（
☎
�
０
０
３
７
）

九
州
コ
ン
サ
ー
ト
ツ
ア
ー

in
出
水

前
田
瑠
美
と
歌
の
な
か
ま

村
原
仁
美

　ピ
ア
ノ
リ
サ
イ
タ
ル

お
も
し
ろ
実
験
教
室

　

小
・
中
・
高
等
学
校
の
先
生
方

や
博
物
館
ジ
ュ
ニ
ア
ス
タ
ッ
フ
に

よ
る
、
楽
し
い
科
学
実
験
に
参
加

し
て
み
ま
せ
ん
か
？

開
催
日

　

８
月
５
日
（
火
）、同
６
日
（
水
） 

時　
間　
午
後
１
時
15
分
～
同
４

　

時
15
分
（
２
日
間
と
も
）

※
受
付
は
、
午
後
０
時
30
分
か
ら

開
催
場
所

　

ク
レ
イ
ン
パ
ー
ク
い
ず
み

対
象
者　
幼
児
か
ら
一
般
（
小
学

　

２
年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
に

　

限
り
ま
す
）

参
加
費　
１
０
０
円

○
楽
し
い
実
験
は
次
の
と
お
り

　
「
着
色
料
で
布
染
め
を
し
よ
う
」、

　
「
百
人
お
ど
し
」、「
水
の
不
思
議

　

な
世
界
で
遊
ぼ
う
」、「
空
と
ぶ

　

お
も
ち
ゃ
を
つ
く
ろ
う
～
た
ね

　

か
ら
学
ぶ
～
」、「
音
で
遊
ぼ
う
」

　
「
カ
ラ
フ
ル
人
工
イ
ク
ラ
」「
ス

　

ラ
イ
ム
を
つ
く
ろ
う
！
」（
５
日

　

の
み
）、「
通
り
ぬ
け
ら
れ
る
壁
!?

　

ブ
ラ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
ル
を
作
ろ
う

　

！
」（
６
日
の
み
）「
指
紋
採
取

　

コ
ー
ナ
ー
」
※
タ
イ
ト
ル
等
は

　

変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

参
加
方
法　
事
前
に
申
し
込
む
必

　

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
当
日
ご
来

　

館
く
だ
さ
い
。

ク
レ
イ
ン
パ
ー
ク
に

お
い
で
よ
♪

淑
女
３
人
に
よ
る
人
情
喜
劇「
淑

女
の
ロ
マ
ン
ス
」
の
前
売
券
は
、

７
月
20
日
か
ら
各
販
売
所
で
販

売
中
で
す
。
広
報
い
ず
み
７
月

号
で
、
販
売
所
（
野
田
地
区
）

（
有
）
南
日
本
新
聞
野
田
販
売
所

が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
。お
詫
び
し
て
、訂
正
し
ま
す
。

リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

エ
コ
リ
ア
北
薩

検
索
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す
ぐ
に
冷
蔵
庫
（
10
度
以
下
）

　

に
入
れ
ま
し
ょ
う
。

○
加
熱
し
て
調
理
す
る
食
品
は
、

　

十
分
に
火
を
通
し
ま
し
ょ
う
。

　
（
中
心
温
度
75
度
１
分
間
以
上
）

○
調
理
後
の
食
品
は
早
め
に
食
べ

　

ま
し
ょ
う
。
時
間
の
経
ち
す
ぎ

　

た
食
べ
物
は
、
口
に
す
る
の
は

　

や
め
ま
し
ょ
う
。

○
小
さ
な
お
子
様
、
ご
高
齢
の
方
、

　

抵
抗
力
の
弱
い
方
々
に
つ
い
て

　

は
、生
肉
等
を
食
べ
な
い
よ
う
、

　

食
べ
さ
せ
な
い
よ
う
気
を
付
け

　

ま
し
ょ
う
。

※
県
で
は
、
食
中
毒
が
発
生
し
や

　

す
い
気
象
条
件
に
な
っ
た
時
に

　

食
中
毒
注
意
報
を
発
令
し
て
、

　

食
中
毒
予
防
を
啓
発
す
る
こ
と

　

と
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
本
庁
健
康
増
進

　
課
保
健
予
防
係
（
☎
�
４
０
４
３
）

※
本
の
貸
し
出
し
は
行
い
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先

　

ク
レ
イ
ン
パ
ー
ク
い
ず
み

　
（
☎
�
８
９
１
５
）

　

食
中
毒
予
防
の
三
原
則
は
、

　

菌
を
、「
つ
け
な
い
」

　
「
ふ
や
さ
な
い
」

　
「
や
っ
つ
け
る
」
で
す
。

　

次
の
５
つ
の
項
目
に
注
意
し
、

食
中
毒
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

○
調
理
前
に
は
よ
く
手
を
洗
い
、

　

生
の
肉
や
魚
・
卵
を
扱
っ
た
ま

　

な
板
、
包
丁
、
調
理
器
具
は
十

　

分
に
消
毒
し
ま
し
ょ
う
。

○
冷
蔵
す
る
必
要
の
あ
る
食
品
は
、

食
中
毒
に
注
意
！

健
　
　
　康

健
　
　
　康

昆
虫
・
植
物
・
貝
の

　
　
　
　
　
　
名
前
を
調
べ
る
会

　

夏
休
み
に
集
め
た
標
本
の
中
で
、

わ
か
ら
な
か
っ
た
も
の
の
名
前
を

一
緒
に
調
べ
て
み
ま
し
ょ
う
。

開
催
日　
８
月
16
日
（
土
）

時　
間　
午
前
10
時
～
午
後
４
時

対
象
者　
小
学
生
以
上　

各
分
野

　

14
組
ま
で
（
１
組
20
分
ず
つ
）

※
小
学
３
年
生
以
下
保
護
者
同
伴

参
加
料　
無　

料

申
し
込
み　
電
話
で
お
申
し
込
み

　

く
だ
さ
い
。（
定
員
に
な
り
次
第
、

　

締
め
切
り
ま
す
）

企
画
展
「
自
然
図
書
館
」

　

鳥
や
植
物
、
昆
虫
、
環
境
な
ど
、

自
然
に
関
す
る
本
が
い
っ
ぱ
い
。
絵

本
に
出
て
く
る
生
き
も
の
の
は
く
製

や
標
本
も
一
緒
に
展
示
し
ま
す
！

開
催
日

　

８
月
９
日（
土
）～
同
31
日（
日
）

時　
間　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

※
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
に

　

な
り
ま
す
。

観
覧
料　
無　

料

そ
の
他　
期
間
中
、
絵
本
の
読
み

　

聞
か
せ
会
を
開
催
し
ま
す
。

○
８
月
10
日
・
23
日　

午
後
２
時

　

そ
ら
い
ろ
の
た
ね

○
８
月
12
日
・
19
日　

午
前
10
時

　

出
水
商
業
高
校
読
書
委
員
会

夏
休
み
は
ク
レ
イ
ン

パ
ー
ク
で
♪

連
れんしゃくの

尺野　一
か ず お

雄さん（62）
出水市の好きなところは？
　自然が豊かなところ。
出水市に望むことは？
　市道浦窪－連尺野線の全線
改良を早期にしてほしい。ま
た、子ども達の通学路の安全
確保もお願いしたい。
　

久
く ぼ

保　郁
い く こ

子さん（68）
出水市の好きなところは？
　春に緋

ひ か ん
寒桜が咲き乱れる武

家屋敷通り、緑豊かな出水平
野、冬に飛来する日本一の鶴。
出水市に望むことは？
　若い人達が働ける場所が増
えること。
ひと言
　子供や高齢者を思いやり、
地域の絆を深めよう。

元気ですね先輩！

が
ん
検
診
・
肺
が
ん
検
診
・
前
立

腺
が
ん
検
診
・
腹
部
超
音
波
検

診
・
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
が
あ
り

ま
す
が
、
受
診
を
希
望
す
る
方

で
、
申
し
込
み
を
さ
れ
て
い
な
い

方
は
、
本
庁
健
康
増
進
課
健
康
増

進
係
（
保
健
セ
ン
タ
ー
）（
☎
�

２
１
４
３
）
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　

健
診
を
受
け
て
自
分
が
健
康
で

あ
る
か
、
生
活
習
慣
病
の
危
険
性

が
な
い
か
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
受

診
し
、
自
分
の
健
康
状
態
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
健
康
増
進
課
健
康
保
険
係

　
（
☎
�
４
０
４
１
）

対
象
者　
出
水
市
国
民
健
康
保
険

　

被
保
険
者
で
40
歳
～
74
歳
の
方

健
診
期
間

　

７
月
25
日
～
９
月
19
日

　

各
健
診
会
場
に
お
い
て
特
定
健

診
の
集
団
健
診
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
が
ん
検
診
と
同
時
に
受
診
で

き
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ

受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　

対
象
者
に
は
、
受
診
券
等
を
随

時
お
届
け
し
ま
す
の
で
、
詳
し
い

日
程
等
は
送
付
さ
れ
る
案
内
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
同
時
に
受
診
で
き
る
検

診
と
し
て
、
胃
が
ん
検
診
・
大
腸

特
定
健
診
（
集
団
健
診
）
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鹿
児
島
県
出
身
沖
縄
戦
没
者
追

悼
式
へ
の
参
列
を
希
望
さ
れ
る
遺

族
の
方
を
募
集
し
ま
す
。

期　
日　
11
月
11
日
（
火
）

※
前
日
か
ら
の
団
体
行
動
に
な
り

　

ま
す
。

場　
所　
鹿
児
島
霊
園
（
沖
縄
県

　

糸
満
市
平
和
祈
念
公
園
内
「
摩

　

文
仁
の
丘
」）

対
象
者　
沖
縄
お
よ
び
沖
縄
近
海

　

で
の
戦
闘
で
戦
没
し
た
方
の
配

　

偶
者
お
よ
び
三
親
等
内
の
遺
族

申
込
期
間

　

８
月
１
日（
金
）～
同
29
日（
金
）

募
集
人
員　
９
人
（
県
全
体
）

※
申
込
者
多
数
の
場
合
、
選
考
と

　

な
り
ま
す
。

申
込
先　
本
庁
福
祉
課
社
会
福
祉

　

係
（
出
水
市
役
所
）

問
い
合
わ
せ
先　
本
庁
福
祉
課
社

　

会
福
祉
係
（
☎
�
４
０
４
５
）

　

県
庁
社
会
福
祉
課
（
☎
０
９
９

　

－

２
８
６

－

２
８
４
０
）

募
　
　
　集

募
　
　
　集

　

本
県
に
お
い
て
大
き
な
課
題
と

な
っ
て
い
る
脳
卒
中
に
つ
い
て
、

発
症
予
防
や
重
症
化
予
防
の
理
解

を
深
め
る
機
会
と
し
て
、
脳
卒
中

予
防
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
開
催
さ
れ
ま

す
。

日　
時　
８
月
31
日
（
日
）

　

午
後
１
時
30
分
～
同
４
時

　

午
後
０
時
30
分
受
付
開
始

場　
所　
薩
摩
川
内
市
国
際
交
流

　

セ
ン
タ
ー
（
薩
摩
川
内
市
天

　

辰
町
２
２
１
１

－

１
）

参
加
料　
無　

料

内　
容

○
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
：
ね
お
ら
ん
ど

　

体
操
（
出
水
市
食
生
活
改
善
推

　

進
員
）

○
基
調
講
演　
「
脳
卒
中
の
治
療

　

と
予
防
～
ス
ピ
ー
ド
が
命
～
」

講
師
：
橋
本　

洋
一
郎
先
生
（
日

　

本
脳
卒
中
協
会
熊
本
県
支
部
長
、

　

熊
本
市
民
病
院
神
経
内
科
部
長

　

・
地
域
医
療
連
携
部
長
）

座
長
：
瀬
戸　

弘
医
師
（
出
水
総

　

合
医
療
セ
ン
タ
ー
院
長
）

○
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
脳
卒
中
で
ね

　

お
ら
ん
ど
！（
寝
込
ま
ん
ど
！
）」

問
い
合
わ
せ
先　
北
薩
地
域
振
興

　

局
保
健
福
祉
環
境
部
（
川
薩
保

　

健
所
）（
☎
０
９
９
６

－

２
３

　
－

３
１
６
５

知
っ
と
く
！
納
得
！

や
っ
と
く
！
脳
卒
中
予
防

　

出
水
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
で

は
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
腎
臓
に
関

す
る
知
識
を
深
め
て
い
た
だ
く
よ

う
、「
腎
臓
病
教
室
」
を
次
の
日

程
で
２
回
に
分
け
て
開
催
し
ま

す
。

８
月
28
日（
木
）

　

内　

容

　

○
腎
臓
の
働
き

　

○
病
気
、検
査
に
つ
い
て

　

○
薬
に
つ
い
て

９
月
４
日（
木
）

　

内　

容

　

○
治
療
に
か
か
る
お
金
の
こ
と

　

○
食
事
に
つ
い
て

場　
所　
出
水
総
合
医
療
セ
ン
タ

　

ー　

１
階
眼
科
外
来
前

時　
間　
午
後
３
時（
両
日
と
も
）

　
（
受
付
午
後
２
時
30
分
か
ら
）

※
参
加
料
は
無
料
で
、
ど
な
た
で

　

も
受
講
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
出
水
総
合
医
療

　

セ
ン
タ
ー
人
工
透
析
室
（
☎
�

　

１
６
１
１
）

腎
臓
病
教
室
を
開
催

　

市
民
の
皆
さ
ま
に
、
健
康
へ
の

意
識
を
高
め
て
も
ら
い
、
出
水
総

合
医
療
セ
ン
タ
ー
へ
の
理
解
を
深

め
て
も
ら
う
た
め
、「
ふ
れ
あ
い

健
康
フ
ェ
ス
タ
」を
開
催
し
ま
す
。

日　
時　
８
月
23
日
（
土
）

　

午
前
９
時
30
分
～
同
11
時
30
分

　

午
前
９
時
15
分
受
付
開
始

場　
所　
出
水
総
合
医
療
セ
ン
タ

　

ー
１
階
ロ
ビ
ー

内　
容

○
看
護
の
ふ
れ
あ
い
看
護
体
験

○
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

　
（
運
動
機
能
低
下
）
予
防
体
操

○
最
新
医
療
機
器
見
学
ツ
ア
ー

　
（
Ｃ
Ｔ
、Ｍ
Ｒ
Ｉ
、リ
ニ
ア
ッ
ク
、

　

高
気
圧
酸
素
療
法
等
）

○
健
康
相
談
、
栄
養
相
談
、
お
薬

　

相
談

○
無
料
測
定
（
血
圧
測
定
、
血
糖

　

測
定
、
体
脂
肪
測
定
）

・
骨
塩
量
測
定
（
先
着
30
人
）

・
動
脈
硬
化
測
定
（
９
時
40
分
の

　

抽
選
に
よ
り
８
人)

○
患
者
さ
ん
の
手
作
り
作
品
展
示

○
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
広
域
支

　

援
セ
ン
タ
ー
、
緩
和
ケ
ア
チ
ー

　

ム
、
腎
教
室
の
活
動
内
容
ポ
ス

　

タ
ー
展
示

問
い
合
わ
せ
先　
出
水
総
合
医
療

　

セ
ン
タ
ー　

経
営
管
理
課

　
（
☎
�
１
６
１
１
）

ふ
れ
あ
い
健
康
フ
ェ
ス

タ
を
開
催
♪

県
出
身
沖
縄
戦
没
者
追
悼

式
の
参
加
者
を
募
集

今月（８月）の
名護新鮮

おさかな市は、

お休みです。

～
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
便
り
～

認
知
症
と
は

　

認
知
症
は
、
加
齢
に
よ
る
物
忘

れ
が
ひ
ど
く
な
っ
た
状
態
や
心
の

病
気
と
混
同
さ
れ
が
ち
で
す
が
、

脳
の
細
胞
が
死
ん
で
し
ま
っ
た

り
、働
き
が
悪
く
な
っ
た
り
し
て
、

生
活
す
る
上
で
支
障
が
出
て
く
る

状
態
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

特
別
な
病
気
で
は
あ
り
ま
せ
ん

　

認
知
症
は
特
別
な
事
で
は
な
く

若
い
人
で
も
起
こ
り
得
る
「
脳
の

病
気
」
な
の
で
す
。
特
に
85
才
以

上
で
は
４
人
に
１
人
に
そ
の
症
状

が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
ず
は
相
談

　

認
知
症
を
完
全
に
治
す
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
が
、
原
因
に
よ
っ
て

は
、
早
期
に
発
見
し
て
適
切
な
対

応
を
と
る
こ
と
で
、
症
状
や
進
行

を
抑
え
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

　
「
お
か
し
い
な
？
」
と
思
っ
た

ら
、
ま
ず
は
、
か
か
り
つ
け
医
か

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
い
き
い
き
長
寿
課
高
齢
者

　

支
援
係
（
地
域
包
括
支
援
セ
ン

　

タ

－

）（
☎
�
２
４
７
７
）

認
知
症
っ
て

特
別
な
病
気
で
す
か
？
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の
う
ち
10
日
間

　
（
土
・
日
、
祝
日
を
除
く
）

会　
場　
市
中
央
公
民
館

受
講
料　
無　

料

講
習
内
容　
事
務
補
助
、
事
務
ア

　

シ
ス
タ
ン
ト
業
務
に
必
要
な
パ

　

ソ
コ
ン
ス
キ
ル
や
会
計
ソ
フ
ト

　

の
活
用
方
法
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

　

ト
検
索
等
に
つ
い
て

定　
員　
20
人

※
受
講
希
望
者
全
員
に
、
簡
単
な

　

適
性
検
査
を
事
前
に
行
い
ま
す
。

応
募
期
限　
８
月
20
日
（
水
）

※
講
師
等
の
都
合
に
よ
り
講
習
日

　

程
を
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま

　

す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
応
募
方
法
等
詳
し
く
は
お
問
い

　

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　
公
益
社
団
法
人

　

鹿
児
島
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

　

タ
ー
連
合
会
（
☎
０
９
９

－

２

　

０
６

－

５
４
２
２
）

2014 年度　　自　衛　官　募　集　案　内
募集項目 応募資格 受付期間 試験日

自衛官候補生 （男子）
　18 歳以上 
　27 歳未満の男子

随時 　受付時にお知らせします。

自衛官候補生 （女子）
　18 歳以上 
　27 歳未満の女子

８月１日～ 
９月９日

　９月 25 日～同 29 日 
※いずれか１日が指定されます。

一般曹候補生 （男・女）
　18 歳以上 
　27 歳未満の者

　１次　９月 19 日～同 20 日 
　２次　10 月９日～同 15 日 
※いずれか１日が指定されます。

航空学生 （男 ・ 女）
　高卒 （見込み含む） 
　21 歳未満の者

　１次　９月 23 日 
　２次　10 月 18 日～同 23 日 
　３次　11 月 15 日～ 12 月 18 日

陸上自衛官 （看護）

看護師免許を有し、 保
健師または助産師免
許を有する者 （見込
含） で 36 歳未満の者

９月１日～
同 30 日

11 月 29 日

防衛大学校学生
（男 ・ 女）

　高卒 （見込み含む） 
　21 歳未満の者 ９月５日～

　同 30 日

　１次　11 月８日～同９日 
　２次　12 月９日～同 13 日

防衛医科大学校
医学科学生

　高卒 （見込み含む）
　21 歳未満の者

　１次　11 月１日～同２日 
　２次　12 月 17 日～同 19 日

※応募資格年齢の起算日は、 募集種目ごとに異なっていますので、 それぞれの募集要項でご確認ください。 

問い合わせ先　 本庁安全安心推進課 （☎ 62 － 0163） 

　　　　　　　　　　　自衛隊鹿児島地方協力本部薩摩川内出張所 （☎ 0996 － 22 － 2401）

税
に
関
す
る
作
文
募
集
！

　

国
税
庁
で
は
、
高
校
生
の
皆
さ
ん
か
ら
税
に
関
す
る
作
文
（
字
数
は
、

８
０
０
～
１
２
０
０
字
）
を
募
集
し
ま
す
。

　

テ
ー
マ
は
、
自
分
や
家
族
の
体
験
を
通
し
て
、
税
に
つ
い
て
自
分
が

考
え
た
こ
と
な
ど
税
に
関
す
る
こ
と
で
あ
れ
ば
何
で
も
構
い
ま
せ
ん
。

　

応
募
締
め
切
り
日
は
、
９
月
５
日
（
金
）
で
す
。

　

申
し
込
み
方
法
等
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

出
水
税
務
署
（
☎
�
０
２
０
０
（
自
動
音
声
案
内
））

　

市
観
光
協
会
で
は
、
第
28
代
出

水
市
ツ
ル
親
善
大
使
を
募
集
し
ま

す
。
夏
祭
り
い
ず
み
「
鶴
翔
祭
」

な
ど
、
親
善
大
使
２
人
に
よ
る
年

間
15
回
程
度
の
イ
ベ
ン
ト
や
、
観

光
Ｐ
Ｒ
活
動
に
積
極
的
に
参
加
し

て
い
た
だ
き
、
出
水
市
の
イ
メ
ー

ジ
ア
ッ
プ
に
協
力
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。

応
募
資
格　
市
内
に
居
住
ま
た
は

　

勤
務
し
て
い
る
方
で
満
20
歳
以

　

上
30
歳
以
下
の
心
身
と
も
に
健

　

康
で
出
水
を
Ｐ
Ｒ
す
る
意
欲
の

　

あ
る
未
婚
の
女
性

採
用
人
数　
１
人
（
過
去
の
応
募

　

者
・
ミ
ス
鶴
む
す
め
、
ツ
ル
親

　

善
大
使
経
験
者
も
応
募
可
能
）

活
動
期
間

　

11
月
１
日
～
２
０
１
５
（
平
成

　

27
）
年
10
月
31
日

応
募
方
法

　

所
定
の
応
募
用
紙
に
必
要
事
項

　

を
記
入
の
上
、
履
歴
書
と
上
半

　

身
写
真
１
枚
を
一
般
社
団
法
人

　

出
水
市
観
光
協
会
ま
で
郵
送
ま

　

た
は
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

応
募
締
め
切
り
日

　

８
月
23
日
（
土
）
必
着

審
査
会　
９
月
５
日
（
金
）

特　
典　
採
用
さ
れ
た
１
人
の
方

　

に
は
１
年
間
の
公
務
終
了
後
賞

　

金
が
あ
り
ま
す
。

出
水
市
ツ
ル
親
善
大
使

を
募
集

※
制
服
は
準
備
し
ま
す
。

送
付
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
８
９
９

－

０
２
０
３　

出
水
市

　

上
鯖
渕
７
１
５

－

16　

一
般
社

　

団
法
人
出
水
市
観
光
協
会
（
Ｊ

　

Ｒ
出
水
駅
観
光
特
産
品
館
「
飛

　

来
里
」
内
）（
☎
�
３
０
３
０
）

　

出
水
市
み
ど
り
推
進
協
議
会
で

は
、
下
刈
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募

集
し
ま
す
。

日　
時　
８
月
31
日
（
日
）

　

午
前
８
時
～
同
10
時

※
小
雨
決
行

場　
所　
嶽
ダ
ム（
野
田
町
上
名
）

対
象
者　
小
学
生
以
上
（
小
学
生

　

は
保
護
者
同
伴
に
限
る
）

募
集
人
員　
１
０
０
人
程
度

申
込
期
限　
８
月
20
日
（
水
）

※
参
加
者
に
は
軽
食
を
準
備
し
ま

　

す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

高
尾
野
支
所
農
林
水
産
整
備
課

　

林
務
水
産
係
（
☎
�
５
４
２
７
）

　

55
歳
以
上
の
就
職
・
就
業
を
目

指
す
方
（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
の
求

職
登
録
が
必
要
）
を
対
象
に
、
技

能
講
習
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

講
習
期
間　
９
月
８
日
～
同
24
日

嶽
ダ
ム
下
刈
り

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
！

パ
ソ
コ
ン
実
務
講
習

受
講
者
募
集
！

大トリックアート展
　見て、触れて、写真を撮って楽しめる３D
トリックアートの展示会が開催されます。
日　　時　8 月 16 日（土）～ 9 月 7 日（日）
　　　　　午前 9 時 30 分～午後 6 時 30 分
場　　所　川内山形屋　4 階特設会場
入 場 料　大人 600 円
　 　 　　子ども（4 歳～高校生）300 円
問い合わせ先　大トリックアート展事務局
　　　　　　　㈱川内山形屋　担当：有馬
　　　　　　　（☎ 0996 － 22 － 4111）
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「
児
童
扶
養
手
当
」「
ひ

と
り
親
家
庭
等
医
療
費
助

成
」
の
現
況
届
を
受
け
付

け
ま
す
。

　

８
月
は
「
児
童
扶
養
手

当
」
と
「
ひ
と
り
親
家
庭

等
医
療
費
助
成
」
の
現
況

届
の
提
出
月
で
す
。

　

届
け
出
の
対
象
と
な
る

方
に
は
、
８
月
上
旬
に
ご

案
内
を
送
付
し
ま
す
の

で
、
８
月
29
日
（
金
）
ま

で
に
ご
提
出
く
だ
さ
る
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

※
現
況
届
の
提
出
が
な
い

　

場
合
、
８
月
分
以
降
の

　

児
童
扶
養
手
当
や
医
療

　

費
助
成
が
受
け
ら
れ
な

　

く
な
り
ま
す
の
で
ご
注

　

意
く
だ
さ
い
。

※
提
出
書
類
に
つ
い
て
ご
不
明
な

　

点
等
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
問
い

　

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
こ
ど
も
課
子
育
て
支
援
係

　
（
☎
�
４
０
４
７
）

お
知
ら
せ

●●●

問い合わせ先
　本庁こども課子育て支援係
　（☎63-4047）
現
況
届
の
提
出
月
で
す

※
前
年
所
得
の
増
減
に
よ
り
、
自

　

己
負
担
限
度
額
が
変
更
に
な
る

　

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、「
限
度
額
適
用
・
標
準

負
担
額
減
額
認
定
証
」お
よ
び「
限

度
額
認
定
証
」
は
外
来
に
も
適
用

さ
れ
ま
す
。
１
つ
の
医
療
機
関
等

で
限
度
額
を
超
え
る
よ
う
な
診
療

を
受
け
る
際
は
、
本
庁
ま
た
は
各

支
所
で
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。（
対
象
者
に
つ
い
て
は
次
の

表
を
参
照
）

※
過
年
度
分
の
国
保
税
に
未
納
が

　

あ
る
世
帯
に
つ
い
て
は
、
交
付

　

で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
健
康
増
進
課
健
康
保
険
係

　
（
☎
�
４
０
４
１
）

入
院
時
の
食
事
代
が
減
額

　

住
民
税
非
課
税
世
帯
の
方
が
入

院
中
の
食
事
代
の
減
額
を
受
け
る

た
め
に
は
、入
院
し
た
と
き
に「
限

度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認

定
証
」
を
医
療
機
関
に
提
示
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

該
当
さ
れ
る
方
は
、
本
庁
（
⑩

番
窓
口
）、
高
尾
野
支
所
（
③
番

窓
口
）
ま
た
は
野
田
支
所
（
①
番

窓
口
）
の
健
康
保
険
係
で
手
続
き

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
本
年
７
月
以
前
か
ら
入

院
し
同
認
定
証
（
昨
年
度
（
平
成

25
年
度
）
分
）
の
交
付
を
受
け
て

い
る
方
で
、
本
年
８
月
以
降
も
引

き
続
き
入
院
さ
れ
る
方
は
、
８
月

中
に
本
年
度
（
平
成
26
年
度
）
分

の
更
新
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。

※
減
額
認
定
証
の
提
示
が
遅
れ
た

　

時
は
、
食
事
代
の
減
額
が
受
け

　

ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
住
民
税
課
税
世
帯
と
な
ら
れ
た

　

場
合
は
、
８
月
以
降
の
減
額
認

　

定
証
の
交
付
は
で
き
ま
せ
ん
。

申
請
の
時
期　
８
月
１
日
以
降

※
月
の
途
中
で
申
請
す
る
場
合
は
、

　

申
請
し
た
月
の
初
日
か
ら
適
用

　

に
な
り
ま
す
。

減
額
の
対
象
者

○
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者

　

同
一
世
帯
の
世
帯
主
お
よ
び
国

　

民
健
康
保
険
被
保
険
者
が
住
民

　

税
非
課
税
の
方

○
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者

　

世
帯
全
員
が
住
民
税
非
課
税
の

　

方
申
請
に
必
要
な
も
の

○「
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
」

　

ま
た
は
「
後
期
高
齢
者
医
療
被

　

保
険
者
証
と
印
鑑
※
」

○
更
新
の
方
は
、
現
在
お
持
ち
の

　
「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額

　

減
額
認
定
証
」
ま
た
、
１
年
以

　

内
に
91
日
以
上
入
院
し
て
い
る

　

方
は
そ
れ
を
証
明
す
る
も
の（
領

　

収
書
等
）

※
後
期
高
齢
者
の
方
は
、
広
域
連

　

合
へ
の
申
請
書
等
に
押
印
が
必

　

要
で
す
の
で
、
入
院
中
ま
た
は

　

入
院
予
定
の
被
保
険
者
本
人
の

　

印
鑑
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

「
限
度
額
適
用
認
定
証
」
の
交
付

を
受
け
た
方
も
更
新
手
続
き
が
必

要
で
す

　

住
民
税
課
税
世
帯
の
70
歳
未
満

の
方
が
診
療
を
受
け
る
と
き
、「
限

度
額
適
用
認
定
証
」
を
医
療
機
関

に
提
示
さ
れ
る
と
、
窓
口
で
の
支

払
い
は
所
得
区
分
に
応
じ
た
自
己

負
担
限
度
額
ま
で
に
な
り
ま
す
。

　

現
在
「
限
度
額
適
用
認
定
証
」

を
お
持
ち
の
方
で
、
８
月
以
降
も

必
要
な
方
は
８
月
中
に
更
新
手
続

き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

○：手続きが必要
―：手続きが不要

70 歳以上の方 70 歳未満の方

課税世帯 非課税
世　帯 課税世帯 非課税

世　帯

限度額・標準負担額
減額認定証

― ○ ― ○

限度額認定証 ― ― ○ ―

国
民
健
康
保
険
お
よ
び
後

期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者

の
皆
さ
ま
へ

　

出
水
共
同
高
等
職
業
訓
練
校
で

は
、
植
木
剪せ

ん
て
い定

の
技
術
・
技
能
の

習
得
を
目
的
と
し
た
一
日
講
習
受

講
者
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
科
目　
剪
定
の
基
礎
知
識
お

　

よ
び
樹
木
剪
定
の
仕
方（
実
技
）

　

ほ
か

講
習
日
時　
８
月
30
日
（
土
）

　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

　
（
午
前
８
時
30
分
集
合
）

参
加
費　
３
千
円（
１
人
当
た
り
）

受
付
期
間　
８
月
４
日
（
月
）
～

　

同
22
日
（
金
）（
土
曜
・
日
曜
、

　

13
日
～
15
日
を
除
く
）

定　
員　
25
人
（
定
員
に
な
り
次

　

第
締
め
切
り
ま
す
。）

講
習
場
所

　

出
水
共
同
高
等
職
業
訓
練
校

申
し
込
み
方
法　
電
話
ま
た
は
フ

　

ァ
ク
シ
ミ
リ
で
お
申
し
込
み
く

　

だ
さ
い
。

そ
の
他　
刃
の
砥
ぎ
方
も
講
習
し

　

ま
す
。

※
葉
バ
サ
ミ
、
剪
定
バ
サ
ミ
、
刈

　

り
込
み
バ
サ
ミ
、
枝
切
ノ
コ
等

　

の
用
具
を
持
っ
て
い
る
方
は
ご

　

持
参
く
だ
さ
い｡

※
脚
立
、
電
動
バ
リ
カ
ン
等
は
、

　

訓
練
校
で
準
備
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

出
水
共
同
高
等
職
業
訓
練
校

　
（
☎
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
�
２
４
５
１
）

一
日
講
習
受
講
者
募
集

お
知
ら
せ
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『
出
水
市
交
通
災
害
共
済
』（
通

称
１
円
保
険
）
は
、
一
人
当
た
り

年
額
３
６
０
円
（
１
日
約
１
円
）

と
い
う
安
い
会
費
で
、
交
通
事
故

で
死
傷
し
た
と
き
に
見
舞
金
を
受

け
取
る
こ
と
が
で
き
る
市
民
相
互

の
救
済
制
度
で
す
。

　

共
済
期
間
は
、
７
月
か
ら
翌
年

６
月
ま
で
で
す
が
、
今
か
ら
で
も

加
入
で
き
ま
す
の
で
、
も
し
も
の

と
き
の
た
め
に
備
え
て
、
家
族
そ

ろ
っ
て
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

加
入
で
き
る
方

①
本
市
に
居
住
し
、
住
民
登
録
さ

　

れ
て
い
る
方

②
市
外
に
居
住
す
る
学
生
で
、
保

　

護
者
が
①
に
該
当
す
る
方

③
季
節
的
な
労
働
に
従
事
し
、
市

　

外
に
居
住
さ
れ
て
い
る
方

共
済
有
効
期
間　
申
込
日
（
会
費

　

納
入
日
）
の
翌
日
か
ら
２
０
１

　

５
年
６
月
30
日
ま
で

共
済
適
用
事
故　
自
動
車
、汽
車
、

　

電
車
、
航
空
機
、
船
舶
そ
の
他

　

の
交
通
に
よ
る
事
故
で
会
員
が

　

死
亡
ま
た
は
負
傷
し
た
と
き
。

加
入
方
法　
次
の
場
所
に
備
え
付

　

け
の
申
込
用
紙
で
お
申
し
込
み

　

く
だ
さ
い
。

※
申
込
書
の
裏
面
に
記
載
し
て
あ

る
「
注
意
事
項
」
を
よ
く
読
ん
で

か
ら
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

み
ん
な
加
入
し
よ
う
！

市
交
通
災
害
共
済

　

本
庁
市
民
相
談
室

　

本
庁
安
全
安
心
推
進
課

　
（
☎
�
０
１
６
３
）

　

高
尾
野
支
所
地
域
振
興
室

　
（
☎
�
５
４
０
０
）

　

野
田
支
所
地
域
振
興
室

　
（
☎
�
４
８
１
０
）

　

ダ
ニ
媒
介
性
疾
患
「
重
症
熱
性

血
小
板
減
少
症
候
群
」
の
患
者
が

県
内
で
も
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
疾
患
の
原
因
ウ
イ
ル
ス
を
持

つ
マ
ダ
ニ
に
か
ま
れ
る
と
感
染
し
、

原
因
不
明
の
発
熱
や
嘔
吐
、
下
痢
な

ど
の
症
状
が
出
て
、
重
症
化
す
る
と

死
亡
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

子
ど
も
の
起
床
・
就
寝
時
間
に
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

　

子
ど
も
た
ち
の
睡
眠
時

間
は
短
く
な
っ
て
い
ま
せ

ん
か
。
深
夜
テ
レ
ビ
や
24

時
間
営
業
の
店
な
ど
が
世

の
中
に
あ
ふ
れ
る
中
、
大

人
の
夜
型
の
生
活
に
子
ど

も
を
巻
き
込
ん
で
い
な
い

で
し
ょ
う
か
。
ま
た
は
、

子
ど
も
が
携
帯
電
話
や
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
夢
中
に

な
っ
て
は
い
ま
せ
ん
か
。

　

子
ど
も
の
生
活
時
間
に

目
を
向
け
て
、
一
日
の
過

ご
し
方
を
あ
ら
た
め
て
家

族
で
話
し
合
っ
て
み
ま

し
ょ
う
。「
早
起
き
は
三
文

の
徳
」、「
寝
る
子
は
育
つ
」

な
ど
と
い
う
こ
と
ば
も
あ

り
ま
す
。
早
寝
早
起
き
の

習
慣
を
つ
け
て
、
十
分
な

睡
眠
を
と
る
こ
と
は
、
子

ど
も
の
健
や
か
な
成
長
と

生
活
リ
ズ
ム
を
確
立
す
る

た
め
に
大
切
で
す
。
不
規

則
な
生
活
を
さ
せ
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

（
文
部
科
学
省
発
行
：
家
庭
教
育

手
帳
よ
り
一
部
抜
粋
）

問
い
合
わ
せ
先

　

市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　
（
☎
�
２
２
０
０
）

子
育
て
広
場
㉓

～出水市における家庭の教育力の向上のためのスローガン～

　

保
健
所
に
お
い
て
『
動
物
愛
護

講
習
会
』
を
開
催
し
ま
す
。

　

講
習
会
を
受
講
さ
れ
た
方
は
、

川
薩
動
物
管
理
所
等
（
県
下
３
カ

所
）
で
実
施
す
る
「
犬
の
譲
渡
会
」

で
譲
渡
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

次
の
よ
う
な
方
は
、
ぜ
ひ
、
お

越
し
く
だ
さ
い
。

○
犬
の
飼
い
方
、
し
つ
け
方
な
ど

　

に
疑
問
を
も
っ
て
い
る
方

○
こ
れ
か
ら
犬
を
飼
い
た
い
と
思

　

っ
て
い
る
方

※
そ
の
他
、
興
味
の
あ
る
方
な
ら

　

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

開
催
日
お
よ
び
場
所

○
８
月
６
日
（
水
）
大
口
保
健
所

○
８
月
20
日
（
水
）
出
水
保
健
所

○
８
月
27
日
（
水
）
さ
つ
ま
町
宮

　

之
城
ひ
ま
わ
り
館

開
催
時
間

　

午
後
１
時
30
分
～
同
３
時

※
受
付
は
午
後
１
時
か
ら
で
す
。

講
習
内
容

◎
犬
の
飼
い
方
・
し
つ
け
方
に
つ

　

い
て

◎
動
物
由
来
感
染
症
に
つ
い
て

◎
質
疑
・
応
答

問
い
合
わ
せ
先

　

出
水
保
健
所
衛
生
係

　
（
☎
�
１
６
３
６
）

「
動
物
愛
護
講
習
会
」の開

催

　

感
染
を
防
ぐ
に
は
、
森
林
や
草

地
等
の
野
外
に
生
息
す
る
マ
ダ
ニ

に
か
ま
れ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と

が
重
要
で
す
。
そ
の
よ
う
な
場
所

に
入
る
場
合
は
長
袖
、長
ズ
ボ
ン
、

足
を
完
全
に
覆
う
靴
を
着
用
し
、

肌
の
露
出
を
少
な
く
す
る
こ
と
が

大
事
で
す
。

　

ま
た
、
マ
ダ
ニ
に
か
ま
れ
た
場

合
は
無
理
に
引
き
抜
こ
う
と
せ
ず

で
き
る
だ
け
病
院
で
処
置
し
て
も

ら
う
よ
う
に
し
、
か
ま
れ
た
後
発

熱
等
の
症
状
が
あ
る
場
合
は
病
院

を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

※
詳
し
く
は
厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム

　

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　
本
庁
健
康
増
進

　

課
保
健
予
防
係
（
☎
�
４
０
４
３
）

松
ま つ だ

田　剛
つよし

さん（33）
出水市の好きなところは？
　地域のつながりがあり、温
かい人が多いところ。
出水市に望むことは？
　若い世代が働ける企業誘
致を！国道 504 号・西回り
自動車道の早期完成を！
ひと言
　地域を支えてくれる、これ
からの若い消防団員を探して
います。

三
み す み

角　彩
あ や か

歌さん（20）
出水市の好きなところは？
　人が温かいところ。
出水市に望むことは？
　子どもからお年寄りまで、
みんなが安心して暮らせる
町に。
ひと言
　保育士１年目。毎日笑顔で
頑張ります！

集まれ応援団！ マ
ダ
ニ
に
注
意
！
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夏
休
み
の
思
い
出
に
最
高
の
企

画
「
親
子
で
イ
カ
ダ
を
作
っ
て

レ
ー
ス
」（
青
少
年
育
成
事
業
）

を
開
催
し
ま
す
。

日　
時　
８
月
30
日
（
土
）

　

午
前
８
時
～
午
後
４
時

場　
所　
文
化
会
館
横（
米
ノ
津
川
）

対
象
者　
小
学
４
年
～
中
学
生
の

　

保
護
者
同
伴
で
参
加
で
き
る
方

参
加
費　
１
人
当
た
り
５
０
０
円

そ
の
他　
雨
天
中
止

問
い
合
わ
せ
先　
さ
つ
ま
出
水
青

　

年
会
議
所
事
務
局
（
火
～
金
の

　

午
前
11
時
～
午
後
５
時
30
分
）

　
（
☎
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
�
１
４
５
９
）

　

屋
外
広
告
業
の
業
務
主
任
者
に

な
ろ
う
と
す
る
方
な
ど
を
対
象

に
、
２
０
１
４
（
平
成
26
）
年
度

鹿
児
島
県
屋
外
広
告
物
講
習
会
が

開
催
さ
れ
ま
す
。

日　
時　
８
月
21
日
（
木
）
～
同
22

　

日　
（
金
）（
２
日
間
）

　

両
日
と
も
午
前
10
時
～
午
後
５

　

時
会　
場　
鹿
児
島
県
社
会
福
祉
セ

　

ン
タ
ー

定　
員　
60
人
（
定
員
に
な
り
次

　

第
締
め
切
り
）

受
講
料　
２
２
０
０
円

申
込
期
間　
７
月
25
日
（
金
）
～
８

　

月
８
日
（
金
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

県
庁
都
市
計
画
課
（
☎
０
９
９

　

－

２
８
６

－

３
６
８
０
）

親
子
で
イ
カ
ダ
を
作
っ
て

レ
ー
ス
を
開
催

2014 年度出水市公民館講座のご案内

ふるさと魅力発見！
初心者にもわかりやすい、出水市にまつわる歴史講座
テ － マ　「出水市内の文化財について」他
対 象　高校生・一般
定 　 員　30 人
開 催 日　9 月 13、27 日（土）　（全２回）
開催時刻　午後 1 時～同２時３０分
開催場所　市中央公民館
受 講 料　無　料
申込期限　9 月 1 日（月）午後 5 時

申し込み　電話、ＦＡＸでお申し込みください。
※ＦＡＸで申し込まれた場合は折り返し確認します。
　３日以内にＦＡＸが届かない時はご連絡ください。
受講要件　市内居住または市内に通学・通勤している方。
※原則として定員の半数以上の受講希望者がある場合に開
　講します。
※募集定員を超えた場合は、出水市民であり、かつ、初め
　て受講される方を優先し、抽選を行います。
申込・問い合わせ先　市中央公民館
　　　　　　　　　　（☎ 63 － 2106　FAX64 － 1105）

夜間全面通行止めのお知らせ
　南九州西回り自動車道高尾野ＩＣ橋工事にともな
い県道３７４号（出水高尾野線）の一部が夜間全面
通行止めになります。
　車両だけでなく歩行者も通行止めとなりますので
ご注意ください。

夜間全面通行止め予定時間　午後９時～翌朝６時
夜間全面通行止め予定日数
　　　８月 20 日～９月１日のうち８日間
　　　11 月４日～ 11 月 10 日のうち５日間
※土曜日、日曜日の夜間は通行止めを行いません。
※施工状況・天候等により実施日がずれる場合があ
　ります。
問い合わせ先　鹿児島国道事務所阿久根建設監督官
　　　　　　　詰所（☎ 0996 － 73 － 0661）

働く婦人の家一日講座の参加者募集
開 講 場 所 働く婦人の家（保健センター２階）
対 象 者 市内に居住または勤務している女性

申し込み方法 電話でお申し込みください。
申 込 先 働く婦人の家（☎ 63 － 2185）

「ホームメイドの焼菓子作り」講座
家庭で作れる簡単で美味しい焼菓子の

作り方を学びましょう！
開 講 日 ９月 17 日（水）
開 講 時 間 午後１時～同４時
講 師 山本　友里　氏　（Cube Kitchen）
受 講 料 材料代　700 円
申 込 期 限 ９月２日（火）

屋
外
広
告
物
講
習
会
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健
康
づ
く
り
体
験
談
「
減
塩

に
取
り
組
ん
で
」
の
紹
介

　

先
月
号
で
、
カ
ラ
ダ
に
た
め
こ

み
た
く
な
い
も
の
の
１
つ「
塩
分
」

に
つ
い
て
紹
介
し
ま
し
た
が
、
汁

物
で
塩
分
量
の
調
整
は
で
き
て
い

ま
す
か
？
減
塩
に
努
め
て
い
ま
す

か
？

　

現
在
、
出
水
保
健
セ
ン
タ
ー
お

よ
び
高
尾
野
農
業
者
健
康
管
理
セ

ン
タ
ー
で
開
催
中
の
『
ヘ
ル
シ
ー

教
室
』
で
は
、
体
内
に
入
る
塩
分

を
減
ら
す
た
め
の
工
夫
を
み
ん
な

で
学
習
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中

で
、
味
噌
汁
の
塩
分
濃
度
を
測
っ

た
り
、
食
事
記
録
票
を
つ
け
て
塩

分
の
多
い
加
工
品
の
摂
取
を
確
認

し
た
り
し
て
い
ま
す
。
中
で
も
、

尿
中
の
塩
分
測
定
は
、
前
日
に
取

っ
た
塩
分
総
量
が
分
か
る
こ
と
か

ら
、
具
体
的
に
実
践
対
策
が
立
て

ら
れ
る
と
好
評
で
す
。

　

日
本
人
塩
分
摂
取
量
の
目
標
値

は
、
男
性
９
㌘
未
満
、
女
性
７
・

５
㌘
未
満
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今

回
、
こ
の
目
標
値
に
達
し
て
い
た

方
の
中
か
ら
２
人
に
減
塩
の
秘
訣

を
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
て
み
ま
し

た
。

Ｑ
意
識
し
て
減
塩
し
よ
う
と
取
り

　
組
ん
で
い
る
理
由
は
な
ん
で
す

　
か
？

Ａ
夫
が
病
気（
糖
尿
病
や
腎
臓
病
）

　

を
し
て
、
減
塩
の
大
切
さ
を
意

　

識
し
た
か
ら
。
自
分
自
身
が
高

　

血
圧
を
発
症
し
た
か
ら
。

Ａ
夫
が
脳
梗
塞
に
な
り
病
院
か
ら

　

減
塩
を
指
示
さ
れ
た
か
ら
。

Ｑ
家
庭
で
取
り
組
ん
で
い
る
減
塩

　
の
工
夫
は
？

Ａ
味
噌
汁
は
１
日
１
回
（
具
だ
く

　

さ
ん
で
）。
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル

　

を
使
い
、
炒
め
も
の
を
作
る
。

　

と
ろ
み
を
つ
け
る
。
香
味
野
菜

　

や
ご
ま
、
香
辛
料
を
使
う
。

Ａ
調
味
料
を
量
る
。
野
菜
を
た
く

　

さ
ん
使
う
。
家
族
で
味
付
け
に

　

つ
い
て
声
を
掛
け
あ
っ
て
い
る

　
（
濃
い
味
付
け
を
好
ん
で
い
た

　

夫
が
、
今
で
は
自
身
も
気
を
つ

　

け
「
今
日
は
濃
い
よ
」
と
声
を

　

掛
け
て
く
れ
る
）。

Ｑ
健
康
づ
く
り
の
ポ
イ
ン
ト
は
？

Ａ
皆
で
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
し
て
、

　

他
の
人
の
意
見
を
聞
い
た
り
、

　

他
の
人
の
良
い
取
り
組
み
を
聞

　

い
て
、
取
り
入
れ
る
こ
と
。
無

　

理
な
く
取
り
組
み
、
心
豊
か
に

　

過
ご
す
こ
と
。

Ａ
ヘ
ル
シ
ー
教
室
に
毎
月
通
っ
て
、

　

気
を
緩
め
な
い
よ
う
、見
直
し
・

　

意
識
づ
け
を
自
分
自
身
行
っ
て

　

い
る
こ
と
。

※
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
参
考
に

　

減
塩
に
取
り
組
み
、
生
活
習
慣

　

病
予
防
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　

保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、
市
内
の

５
会
場
で
毎
月
健
康
相
談
も
実
施

し
て
い
ま
す
。
味
噌
汁
塩
分
測
定

や
尿
中
塩
分
測
定
を
実
施
希
望
の

方
は
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
詳
し

く
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
（
☎
�

２
１
４
３
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
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－　関西出水会　－
会　　長　中島理晴（米ノ津出身）
日　　時　10 月 4 日（土）午前 11 時 30 分から
場　　所　ホテルプリムローズ大阪
　　　　　大阪市中央区大手前３－１－ 43
参 加 者　出水市（旧出水、旧高尾野、旧野田）出身、

高校時代を出水で過ごした方、出水に縁の
ある方で、主に関西方面にお住まいの方（会
員数 3,266 人）

連 絡 先　関西出水会事務局
　　　　　尾籠　透（高尾野町東水流出身）
　　　　　（☎・FAX：0797 － 89 － 7081）
　　　　　（☎ 090 － 1485 － 2105）

－　東京高尾野会　－
会　　長　唐崎富夫（高尾野出身）
日　　時　10 月 25 日（土）午後 1 時から
場　　所　東海大学校友会館（東京都千代田区霞が関３

－２－５　霞が関ビル 35 階）
参 加 者　旧高尾野出身で、主に関東方面にお住まい

の方（会員数約 1,100 人）
連 絡 先　東京高尾野会事務局
　　　　　唐崎富夫
　　　　　（☎ 03 － 3239 － 2127）
　　　　　（Fax：03 － 3239 － 3498）
　　　　　コンピュータ・テクノロジー株式会社内

－　関東ふるさと出水会　－
会　　長　伊藤　蕃（出水出身）
日　　時　10 月 26 日（日）正午から
場　　所　大手町サンケイプラザ
　　　　　東京都千代田区大手町 1 － 7 － 2
参 加 者　旧出水出身で、主に関東方面にお住まいの

方（会員数約 1,700 人）
連 絡 先　関東ふるさと出水会事務局
　　　　　小村　勝（東出水出身）
　　　　　（☎ 03 － 3435 － 9777）
　　　　　小村司法書士事務所内

－　福岡・出水交流会　－
会　　長　岐部善治（出水出身）
日　　時　11 月８日（土）午後６時から
場　　所　ホテルオークラ福岡
　　　　　福岡市博多区下川端町 3-2
参 加 者　出水市（旧出水、旧高尾野、旧野田）出身、

高校時代を出水で過ごした方、出水に縁の
ある方で、主に福岡県および周辺県にお住
まいの方（会員数約 270 人）

連 絡 先　福岡・出水交流会事務局
　　　　　矢野仁志（大川内出身）
　　　　　（☎ 080 － 2707 － 4054）

～　ふるさと会のご案内　～
関東、関西、福岡方面のふるさと会では、本年度の総会・懇親会への参加者を募集しています。
懐かしい顔が揃い、ふるさとの話に花が咲く楽しい行事となっております。各方面にお住まいの出水市出身

の親類、知人の皆さまへぜひご案内ください。
総会等への参加などの詳細については、各ふるさと会事務局または本庁観光交流課（☎ 63 － 4059）へお気

軽にお問い合わせください。

19 広報いずみ2014（平成26年）８月



　

点
検
商
法
と
は
、本
来
の
「
販

売
」
と
い
う
目
的
を
隠
し
て

訪
問
し
、
床
下
や
屋
根
の
塗
装
、

配
水
管
な
ど
を
「
無
料
で
点
検

す
る
」
と
言
っ
て
点
検
し
た
後
、

「
こ
の
ま
ま
放
置
し
て
お
く
と

大
変
な
こ
と
に
な
る
」
と
不
安

を
あ
お
り
、
商
品
や
工
事
を
契

約
さ
せ
る
商
法
で
す
。

　

最
近
、
市
消
費
生
活
セ
ン
タ

ー
に
は
、
こ
の
点
検
商
法
の
中

で
も
高
齢
者
の
高
額
な
リ
フ
ォ

ー
ム
工
事
に
関
す
る
相
談
が
多

く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

特
定
商
取
引
法
で
は
、
訪
問

販
売
の
場
合
、
勧
誘
に
先
だ
っ

て
販
売
目
的
を
明
示
す
る
こ
と

等
（
広
報
い
ず
み
６
月
号
に
掲

載
）
を
義
務
づ
け
て
い
ま
す
が
、

現
実
に
は
、
販
売
目
的
を
隠
し

て
勧
誘
す
る
悪
質
な
業
者
が
お

り
、
特
に
一
人
暮
ら
し
の
高
齢

者
が
狙
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

悪
質
業
者
に
だ
ま
さ
れ
な
い

よ
う
に
す
る
た
め
に
は
、
次
の

点
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

○
安
易
に
点
検
を
承
諾
し
な
い
。

　
（
販
売
や
工
事
が
目
的
で
あ

　

る
こ
と
を
認
識
す
る
。）

○
契
約
は
そ
の
場
で
行
わ
ず
必

　

ず
複
数
の
業
者
か
ら
見
積
り

　

を
取
り
、
比
較
検
討
す
る
。

○
契
約
後
で
も
必
要
な
い
と
思

　

っ
た
と
き
は
、
す
ぐ
に
ク
ー
リ

　

ン
グ
・
オ
フ
の
手
続
き
を
取

　

る
。
訪
問
販
売
の
場
合
、
８

　

日
間
以
内
で
あ
れ
ば
無
条
件

　

解
約
が
で
き
ま
す
。

　

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
の
期
間

が
過
ぎ
て
い
て
も
解
約
で
き
る

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
き

ら
め
ず
に
出
水
市
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
（
☎
�
６
２
０
３
）
に

相
談
し
ま
し
ょ
う
。

　

経
済
的
な
理
由
等
で
国
民
年
金

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難
な

場
合
、「
保
険
料
免
除
制
度
」
を
申

請
す
る
こ
と
に
よ
り
保
険
料
の
全

額
ま
た
は
一
部
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

他
に
も
20
歳
代
の
若
年
者
を
対

象
と
し
て
保
険
料
の
納
付
が
猶
予

さ
れ
る「
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
」

や
学
生
の
方
を
対
象
と
し
た
「
学

生
納
付
特
例
制
度
」
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
保
険
料
の
免
除
や

納
付
猶
予
の
承
認
を
受
け
た
期
間

が
あ
る
場
合
、
老
齢
年
金
を
受
け

取
る
た
め
に
必
要
な
受
給
資
格
期

間
に
は
含
ま
れ
ま
す
が
、
将
来
受

け
取
る
年
金
額
は
保
険
料
を
全
額

納
付
し
た
場
合
と
比
較
す
る
と
低

額
と
な
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
免
除
等
の
承
認
を
受

け
た
期
間
の
保
険
料
は
10
年
以
内

で
あ
れ
ば
、
後
か
ら
保
険
料
を
納

付
す
る
こ
と
（
追
納
）
が
で
き
ま

す
。
過
去
に
免
除
等
を
受
け
て
い

た
方
で
、
将
来
受
け
取
る
年
金
額

を
増
や
し
た
い
と
い
う
方
は
、
追

納
を
行
う
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

追
納
を
希
望
す
る
場
合
は
、
市

役
所
本
庁
、
各
支
所
の
年
金
担
当

窓
口
で
追
納
の
申
し
込
み
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。申
し
込
み
後
、追
納

納
付
書
が
日
本
年
金
機
構
か
ら
送

付
さ
れ
ま
す
の
で
、
金
融
機
関
等

で
お
支
払
い
い
た
だ
け
ま
す
。（
口

座
振
替
は
で
き
ま
せ
ん
）

保
険
料
の
免
除
等
を
受
け
た
期

間
の
翌
年
度
か
ら
起
算
し
て
、
３

年
度
目
以
降
に
保
険
料
を
追
納
す

る
場
合
に
は
、
承
認
を
受
け
た
当

時
の
保
険
料
額
に
経
過
期
間
に
応

じ
た
加
算
額
が
上
乗
せ
さ
れ
ま
す

の
で
、
早
め
の
追
納
を
お
勧
め
し

ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

▽
本
庁
市
民
生
活
課
住
民
年
金
係

▽
高
尾
野
支
所
市
民
福
祉
課

▽
野
田
支
所
市
民
福
祉
課

（
☎
�
２
１
１
１)

保
険
料
の
追
納
制
度
に
つ
い
て

開 催 日　９月 18 日（木）
開催場所　高尾野支所　２階会議室
開催時間
　午前９時 30 分～正午
　午後１時～同３時 30 分
内　　容
　国民年金・厚生年金の手続き等
相 談 員　川内年金事務所職員
予約受付期間
　８月 25 日 ( 月 ) ～９月 11 日 ( 木 )
　（土・日、休日を除く
　　　　　午前 8 時 30 分～午後５時）
予約申込先
　高尾野支所　市民生活グループ
　　電話　８２－５４１６
※８月 21 日開催の年金相談について

は広報いずみ７月号をご覧ください。

９月　出水地区年金相談
（完全予約制）

悪
質
業
者
に
よ
る
点
検
商
法

【消費生活相談員の相談日時と場所】
○月・火・木・金曜日
　午前８時30分～午後５時（正午～午後１時を除く）
　本庁市民生活課内　（☎63－6203　直通）
○水曜日
　午前９時30分～正午
　本庁および野田支所市民福祉課内
　（☎63－2111　内線741）
○水曜日
　午後１時～同４時
　本庁および高尾野支所市民福祉課内
　（☎63－2111　内線453）

【本年度中に追納する場合の額】
全額免除 3/4 免除 半額免除 1/4 免除

2004 年度 14,750 － 7,370 －
2005 年度 14,790 － 7,390 －
2006 年度 14,840 11,130 7,420 3,710
2007 年度 14,880 11,150 7,440 3,710
2008 年度 15,000 11,250 7,500 3,750
2009 年度 15,070 11,300 7,540 3,760
2010 年度 15,340 11,500 7,670 3,830
2011 年度 15,130 11,340 7,560 3,780
2012 年度 14,980 11,230 7,490 3,740
2013 年度 15,040 11,280 7,520 3,760
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　６月13日（金）、警察と

防犯協会で「うそ電話詐欺

（振り込め詐欺）」被害防

止特別キャンペーンを実施

しました。

　当日は年金振り込み日で、

市内の金融機関は混雑して

いましたが、来店者にチラ

シなどを手渡しながら被害発生の撲滅を呼びかけました。

　「うそ電話」にだまされないように、今一度、家族で

話し合ってみませんか？

　６月26日(木)、市内のホテル

で「少年警察ボランティア連絡

会」の総会が開催されました。

　当日は、出水警察署長から代

表者に委嘱状が交付された後、

議案の審議に入り、すべて原案

どおり承認されました。

　「地域の少年は地域で育てる」との意識のもと、少年の

　６月24日（火）、出水小学校で「子ども１１０番の家」駆 非行防止及び少年の保護を図るために、警察と協力して街

け込み訓練が行われました。 頭補導活動や相談活動等を行う地域のボランティアの方々

　訓練では、選ばれた３組の子どもたちが熱演し、最初は不 です。

審者（学校の先生）の声掛けに緊張しながらも慎重に対処し 　「少年警察ボランティア」には、警察本部長が委嘱する

ていましたが、途中で危険を感じると「１１０番の家」に駆 「少年指導委員」と各警察署長が委嘱する「少年補導員」

け込み、不審者の様子などについて懸命に伝えていました。 があり、出水市では指導委員５名、補導員22名の方々が、

　終わってからの警察官の指導にも、全員熱心に聞き入って 少年の保護活動に活躍されています。

いました。

　「子ども１１０番の家」は、子どもが

「誘拐や暴力、痴漢」などの被害に遭っ

た、または遭いそうになったと助けを求

めてきたとき、その子どもを保護すると

ともに、警察、学校、家庭などに連絡す

るなどして子どもたちの安全を守ってく

ださるボランティアの家です。

　「子ども１１０番の家」は、警察署長

が委嘱し、市内に１０３箇所あります。

　同家には「のぼり旗」が立っています

ので、家族で確認してみましょう。

交通事故発生状況

　６ 月 中

累　　　計

※（　）内の数字は前年同期比

２０１４年

＜平成２６年８月号＞

セキュリティタウン 安心の街 いずみ

２０１４年

死　者 負傷者

委嘱状の交付を受ける
松田連絡会会長

のぼり旗

不審者から逃げる子どもたち 「１１０番の家」への駆け込み

出水警察署管内

発生件数

問い合わせ先 出水市防犯協会６３－１５００

待て～い！！
その電話
信じていいのか？
大丈夫か？

｢子ども１１０番の家」とは？

発生件数 死　者 負傷者

201４年
６ 月 中

13 件
（－ 11）

０人
（±０）

19 人
（－ 11）

2 0 1 4年
累 計

93 件
（－ 58）

１人
（－３）

119 人
（－ 69）

※　（　）内の数字は前年同期比

交通事故発生状況
出水警察署管内

出水市防犯協会 63 － 1500問い合わせ先

だまされん！ もうけ話は うそ話！

待て～い！！
その電話
信じていいのか？
大丈夫か？

「110番の家」駆け込み訓練

｢子ども１１０番の家」とは？

｢少年警察ボランティア」とは？

少年警察ボランティア連絡会総会

うそ電話詐欺特別キャンペーン
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読書活動に関する問い合わせ先

      読書推進課
☎ 63‒4121

第３土曜日は「市民読書の日」
読書活動推進ホームページ「よんみゃんせ」

http://www.city.izumi.kagoshima.jp/reading/index.html

　今年は、開催日時が同じ日に重なる申し込みが多く、日程変更をお願いしなければな

らないことがありました。実施日は秋や冬であっても、お申し込みは少しでも早い方が

ご希望通りの日程で実施できます。お問い合わせ・お申し込みは、読書推進課（☎６３

－４１２１）にお願いします。

「読書によるひとづくり ふるさとづくりのまち 出水市」

 
 

   
 
 
 
 
 

「おはなし玉手箱」始まりました！ 
 
本年度から、「おはなし玉手箱」と名称を変えて、自治会へ出かけて行き「読み聞かせ」などを行

っています。 

本年度の第一回目は、６月 21 日（土）、午前中は上村東自治会、午後から西町自治会で開催しまし

た。この自治会はどちらも、毎年子ども会行事として声をかけていただいています。 

梅雨の時期で、雨の降る日だったのですが、多くの方が親子で参加してくださいました。その様子

を少しお伝えします。 

午前中の上村東自治会では、中央図書館を拠点に活動している読書グループ「そらいろのたね」の

方々によるパネルシアターやペープサート、牛乳パックを使った言葉遊びなどを行いました。 

午後からの西町自治会では、高尾野図書館を拠点として活動している読書グループ「虹色のゆめ」

の方による手作り紙芝居やペープサート、手遊びなどを行いました。 

西町自治会では、ツルに関するお話や紙芝居を「出水弁」で演じていただいたのですが、子どもた

ちは方言がわからなかったようで、今更ながら、普段子どもたちに対して大人は方言で語りかけるこ

とがなくなってきていることを実感しました。このような機会に方言を耳にすることも大切なのかも

しれないと感じた時間でした。今後も、楽しい時間を過ごしていただけるよう出かけて行きます。 

 自治会、子ども会、老人会など「読み聞かせ会」を開きたいと希望されるグループは、読書推進課

にお電話ください。 

いつでも どこでも 本といっしょに！ 

 
 
 
 
 

 
 
 
     

 

 

今年は、開催日時が同じ日に重なる申し込みが多く、日程変更をお願いしなければならないこ

とがありました。実施日は秋や冬であっても、お申し込みは少しでも早い方がご希望通りの日程

で実施できます。お問い合わせ・お申し込みは、読書推進課（℡６３－４１２１）にお願いします。 

 「読書によるひとづくり ふるさとづくりのまち 出水市」 

 

 

「読書活動日本一の

まちづくり」を目指して

読書活動に関する問い合わせ先 

読書推進課 

電話６３－４１２１ 

第３土曜日は「市民読書の日」 
読書活動推進ホームページ「よんみゃんせ」

http://www.city.izumi.kagoshima.jp/reading/index.html 

上村東自治会 西町自治会 
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≪幼児・小学生≫

●「はりねずみのルーチカ　ふしぎなトラム｣ かんの　ゆうこ　作
●「ふしぎなかばんやさん」 もとした　いづみ　作 
●「ピンクだいすき！」 ピレット・ラウド文・絵
●「ちっちゃなトラックレッドくんとピンクちゃん」 みやにし たつや　作・絵
●「職員室の日曜日」 村上　しいこ　作
●「ぼくたちけっこうすごいかも」 いとう　ひろし　作
●「おっとあぶないかわのなか」 きむら　ゆういち　文
●「そうちゃんはおこってるんだもん」 筒井　頼子　文
●「だるまちゃんとやまんめちゃん」 加古  里子　作 ･ 絵
●「とんだ、とべた、またとべた！」 森山  京　作

・・・・・等
≪中学生・高校生≫

●「虫のお知らせ」 おの　りえん　作
●「夏の魔法」 ジーン・バーズオール　作
●「平安女子の楽しい！生活」 川村  裕子　著

・・・・・等
≪一般≫

●「ミドリのミ」 吉川　トリコ　著
●「流転の細胞」 仙川　環　著
●「太閤の能楽師｣ 奥山　景布子　著
●「雪の香り」 塩田　武士　著
●「ひかげ旅館へいらっしゃい」 加藤　元　著
●「胡蝶殺し」 近藤　史恵　著
●「金魚鉢の夏｣ 樋口　有介　著
●「トワイライト・シャッフル」 乙川　優三郎　著
●「推定脅威」 未須本　有生　著
●「冷たい太陽」 鯨　統一郎　著
●「帰らずの海」 馳　星周　著
●「星々たち」 桜木　紫乃　著
●「すべての神様の十月｣ 小路　幸也　著
●「二千七百の夏と冬　上・下」 荻原　浩　著
●「今ごはん、昔ごはん」 松井　今朝子　著

・・・・・等

図書館名
（電話番号） 開館時間 ８月の休館日

中央図書館
（☎ 63 ｰ 2105）

平日
　午前９時～午後８時
土曜・日曜、祝日
　午前９時～午後６時

18日
高尾野図書館

（☎ 82 ｰ 5452）
　午前９時～午後６時 15日

野田図書館
（☎ 84 ｰ 3100）

８月　移動図書館運行表
ステーション名 運行時間

運行日

８月

第１・３
火曜日

千本付団地広場 10：00～10：20
５日
19日

平和団地集会室 10：30～10：50
鹿島住宅広場 14：20～14：40
茶円堀団地広場 14：50～15：10
鹿島自治公民館 15：20～15：40

第１・３
水曜日

東辺田自治公民館前 10：10～10：30
６日
20日

尾野島浜自治公民館 10：45～11：05
菅原神社（荘上・荘下）14：10～14：30
ウッドタウン自治公民館 14：45～15：05

第１・３
木曜日

太田原住宅 10：30～10：50

７日
21日

上場集落 13：45～14：05
宮之元集落 14：25～14：45
原（農業者トレーニングセンター） 14：55～15：15
不動野集落 15：25～15：45

第２・４
木曜日

内野々下自治公民館 10：00～10：20
14日
28日

受口自治公民館 10：40～11：00
屋地自治公民館 14：10～14：30
熊野神社前 14：40～15：00

第２・４
金曜日

鶴亀タウン 9：40～10：00

８日
22日

元町自治公民館 10：15～10：35
今釜西自治公民館 10：50～11：10
鶴水園 14：10～14：40
加紫久利住宅広場 14：55～15：15
米ノ津駅前広場 15：25～15：45

８月のおはなし会・親子読書会

中 央 図 書 館 おはなしのへや
（毎週水曜日）

6、13、20、27日
午後４時～

高尾野図書館

おはなしのへや
（毎週月曜日）

4、11、18、25日
午後４時～　

親子読書教室 
「すくすく」 ８月はお休みです。

野 田 図 書 館

おはなしのじかん
（毎週木曜日）

7、14、21、28日
午後４時～

だっこでギュッ 7日（木）
午前10時30分～

夜のおなはし会 23日（土）
午後７時～

【児童書】
『ノラネコぐんだん　きしゃぽっぽ』

工藤　ノリコ　著　白泉社
　汽車をみつめるノラネコぐんだんのその後姿に、も
うぐっとハートをつかまれます。
　いたずらの疾走感とページの隅々までの愛らしさを
たのしんでいただきたい一冊です。

夜のおはなし会
　毎月 23 日に行われている野田図書館での夜のおは
なし会。今月はスペシャルバージョンでお届けします。
日　　時　８月 23 日（土）　　午後７時から
場　　所　野田図書館
申し込み　不要
内　　容　図書館職員とボランティアグループによる
　　　　　読み聞かせと本の貸し出し
問い合わせ先　野田図書館　（☎ 84 － 3100）

新しい本の紹介（予定）新しい本の紹介（予定）

http://www.izumi-library.jp/
出水市立図書館　トップページ 検 索

23 広報いずみ2014（平成26年）８月
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　第９回市女性ソフトバレーボール大会が６月22
日、総合体育館で開催されました。
　大会は、ソフトバレーボールを使った４人制で行
われ、36チーム約200人が参加しました。
　白熱した試合の結果、職場の仲間などで構成され
たゼンエイチーム（山下亜由美キャプテン）が、決勝
戦においてクローバーチームとの激戦を制し、見事
に初優勝を達成しました。

ゼ
ン
エ
イ
が
初
優
勝

女
性
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

　フルート・アンサンブル「リンクス」が６月19日か
ら21日の３日間にわたり、本市で学校訪問とコン
サートを行いました。
　19日と20日は、市内６ヵ所の小学校を訪問し、児
童440人にフルートの吹き方や種類、音色などをク
イズを交えながら、分かりやすく説明していました。
　また、21日のコンサートでは、美しい音色と楽し
いトークで大変盛り上がっていました。

美
し
い
音
色
の
饗
き
ょ
う
え
ん宴

フ
ル
ー
ト
コ
ン
サ
ー
ト

　６月14日、鶴の町商工会青年部（神孝輔部長）15人
が、肥薩おれんじ鉄道高尾野駅と野田郷駅でボラン
ティア清掃を行いました。地域貢献活動を通じて、
地域との絆や青年部同士の絆を高めることを目的
に、商工会青年部全国統一事業”絆”感謝運動と合わ
せて実施。
　当日は高尾野駅周辺の清掃後、おれんじ鉄道利用
し、野田郷駅周辺を清掃しました。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃

鶴
の
町
商
工
会
青
年
部

　６月10日、学校法人出水学園出水中央高等学校が
自衛官募集の功労団体として、陸上自衛隊西部方面
総監から表彰を受け、同月30日、同校において自衛
隊鹿児島地方協力本部の深谷克郎本部長から感謝状
と副賞の盾が授与されました。
　同校からは、過去５年間において22人の生徒が入
隊しており、自衛隊の充実発展に貢献したことに対
して受賞となりました。

自
衛
隊
か
ら
の
感
謝
状

出
水
中
央
高
等
学
校

　７月１日、出水保護区保護司会の会員が「社会を
明るくする運動」への協力依頼のため、市長に法務
大臣と県知事からのメッセージを伝達しました。
　これは、犯罪や非行の防止と罪を犯した人たちの
更正について理解を深め、立ち直ろうと決意した人
を社会で受け入れていける地域づくりを目的とした
運動で、７月がその強調月間となっています。
　同日は、社会福祉協議会で集会も開催されました。

地
域
の
力
が
非
行
を
防
ぐ

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

　大規模な土石流災害によって21人の尊い命が失わ
れた日から17年、針原川土石流災害犠牲者慰霊式が、
７月11日に行われ、地元住民や行政関係者ら約100
人が参列しました。台風８号接近に伴い、７月10日
から変更しての実施となりました。
　参加者全員で黙とうをささげた後、一人一人献花
し慰霊碑に向かい手を合わせて、犠牲者のめい福を
祈り、防災への決意を新たにしました。

防
災
の
決
意
新
た
に

針
原
川
土
石
流
災
害
慰
霊
式
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７
月
５
日
、
文
化
会
館
で

第
９
回
市
民
体
育
大
会
総
合

開
会
式
が
開
催
さ
れ
、
大
会

役
員
や
来
賓
の
方
を
は
じ
め
、

市
内
各
競
技
団
体
の
選
手
が

一
堂
に
会
し
、
総
勢
６
７
８

人
に
よ
る
華
や
か
な
式
典
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
の
ダ
ン
ス

発
表
で
は
、
い
ず
み
わ
く
わ

く
夢
ク
ラ
ブ
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ

Jr
の
皆
さ
ん
に
よ
る
笑
顔

い
っ
ぱ
い
の
ダ
ン
ス
が
披
露

さ
れ
、
ま
た
、
毎
年
恒
例
の

女
性
団
体
連
絡
協
議
会
お
よ

び
女
性
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

に
よ
る
マ
ス
ゲ
ー
ム
で
は
、

ゆ
ず
の「
雨
の
ち
晴
レ
ル
ヤ
」

の
曲
に
合
わ
せ
、
集
団
に
よ
る
演
技
の
美
し
さ
を
披
露
し

て
い
ま
し
た
。

　

総
合
開
会
式
で
は
、
社
会
体
育
功
労
者
へ
の
表
彰
が
行

わ
れ
、
体
育
功
労
者
２
人
、
優
秀
ス
ポ
ー
ツ
選
手
24
人
、

優
秀
ス
ポ
ー
ツ
団
体
８
団
体
、
社
会
体
育
優
良
団
体
３
団

体
へ
賞
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

【
体
育
功
労
者
】

　

福
永
一
盛（
出
水
中
央
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
）

　

城
須
智
也（
鹿
児
島
出
水
ボ
ー
イ
ズ
）

【
社
会
体
育
優
良
団
体
】

　

少
林
寺
拳
法
薩
州
出
水
拳
友
会

　

お
れ
ん
じ
カ
ッ
プ
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大
会
実
行
委
員
会

　

24
時
間
高
尾
野
ひ
ま
わ
り
駅
伝
実
行
委
員
会

出
場
チ
ー
ム
の
健
闘
を
期
待

第
９
回
市
民
体
育
大
会
総
合
開
会
式

　

６
月
29
日
、
出
水
消
防
署
で
出
水
市
消
防
団
消
防
ポ
ン

プ
操
法
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
内
の
消
防
団
全
13
分
団
か
ら
、
ポ
ン
プ
車
の
部
に
15

チ
ー
ム
、
小
型
ポ
ン
プ
の
部
に
14
チ
ー
ム
が
出
場
し
、
交

互
に
競
技
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

操
法
大
会
は
、
火
災
時
の
消
火
活
動
を
想
定
し
て
、
消

防
ポ
ン
プ
か
ら
ホ
ー
ス
を
延
長
し
て
標
的
に
放
水
し
、
そ

の
標
的
を
倒
し
て
消
火
活
動
を
終
了
す
る
ま
で
の
競
技
を

行
い
、
そ
の
安
全
性
、
迅
速
性
や
確
実
性
を
競
う
競
技
で
、

標
的
を
倒
す
ま
で
の
タ
イ
ム
や
、
使
用
機
械
器
具
の
取
り

扱
い
、
規
律
あ
る
動
作
な
ど
を
審
査
さ
れ
ま
す
。

　

大
会
当
日
は
、梅
雨
の
中
休
み
の
よ
う
な
快
晴
の
も
と
、

多
く
の
消
防
団
員
が
、
日
ご
ろ
鍛
え
た
操
法
技
術
を
存
分

に
発
揮
し
て
い
ま
し
た
。

　

な
お
、
優
勝
し
た
部（
チ
ー
ム
）は
、
８
月
に
開
催
さ
れ

る
支
部
大
会
に
出
場
し
、
阿
久
根
市
や
長
島
町
の
代
表

チ
ー
ム
と
競
い
合
い
ま
す
。

大
会
結
果

○
ポ
ン
プ
車
の
部

　

１
位　

第
８
分
団
２
号
車
部

　

２
位　

第
２
分
団
自
動
車
部

　

３
位　

第
３
分
団
自
動
車
部

○
小
型
ポ
ン
プ
の
部

　

１
位　

第
４
分
団
第
３
部

　

２
位　

第
13
分
団
餅
井
部

　

３
位　

第
３
分
団
第
３
部

鍛
え
た
操
法
技
術
を
披
露

消
防
団
消
防
ポ
ン
プ
操
法
大
会

ま
ち
を
も
っ
と
き
れ
い
に

ふ
る
さ
と
出
水
ク
リ
ー
ン
作
戦

　

７
月
６
日
、
市
民
総
出
で
河
川
敷
や
海
岸
等
の
清
掃
を

行
う
毎
年
恒
例
の「
ふ
る
さ
と
出
水
ク
リ
ー
ン
作
戦
」が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

ふ
る
さ
と
出
水
ク
リ
ー
ン
作
戦
実
行
委
員
会（
東
山
義

夫
自
治
会
連
合
会
会
長
）の
主
催
に
よ
り
、
今
年
で
34
回

目
。

　

今
回
の
ク
リ
ー
ン
作
戦
に
は
、
多
く
の
市
民
の
ほ
か
、

市
内
の
企
業
や
団
体
な
ど
２
１
３
団
体
が
参
加
し
、
総
勢

３
４
８
６
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
心
配
さ
れ
た
雨
も
降
ら
ず
、
朝
６
時
30
分
か

ら
市
内
各
地
で
一
斉
に
作
業
が
開
始
さ
れ
、
回
収
し
た
ご

み
は
３
・３
３
㌧（
可
燃
ご
み
２
・３
２
㌧
、
不
燃
ご
み
１
・

０
１
㌧
）で
し
た
。
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　このページは、有料広告を掲載するページです。
　広告内容は、広告主の原稿をそのまま掲載してありますので、
詳細な内容については、広告主に直接、お問い合わせください。
　広報いずみの発行部数は21,200部で市内のほぼ全世帯に配布
されますので、同窓会や記念事業等のイベント告知にもご利用
ください‼現在募集中の広告につきましては、2014年４月以降
の掲載予定となりますので、ご了承ください。
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【申込・問い合わせ先】
　　　本庁政策調整室秘書広報係
　　　☎0996−63−4120

ほっ
保険のセレクトショップ 出水店 0996-62-0111

保険の
セレクトショップ

鹿児島県出水市昭和町13-1-1F（出水市役所ななめ前）

ファイナンシャルプランナー(FP)による保険診断・見直し等の無料相談

募集代理店  ユニバーサルライフ㈱

https://www.facebook.com/hoken.select

 

  住宅ローンの仮審査の 

 面倒な手続きは無料でします！

よね だ けい ご

弁護士 米　田　圭　吾（鹿児島県弁護士会所属）

住所：出水市昭和町３－２４
電話：０９９６－７９－３５３５
相談時間　平日（月曜日～金曜日）
午前９時３０分～午後５時まで

法律的なアドバイスが必要なこんな時…
・相続や遺言について聞きたい
・離婚をしたい
・借金のことで相談したい
・経営が苦しい
・会社・個人事業の顧問になってほしい
・会社と従業員の問題で相談したい
　その他、幅広い分野を取り扱っています。
　皆様がお困りのことについてお気軽に
　ご相談ください。

初回の相談料は
１時間まで無料です出水法律事務所

※営業時間にご都合がつかない場合はご相談ください。

　このページは、有料広告を掲載するページです。
　広告内容は、広告主の原稿をそのまま掲載してありますので、
詳細な内容については、広告主に直接、お問い合わせください。
　広報いずみの発行部数は21,200部で市内のほぼ全世帯に配布
されます。同窓会や記念事業等のイベント告知にもご利用くだ
さい‼現在募集中の広告につきましては、2015年１月号以降の
掲載予定となりますので、ご了承ください。
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７
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岡
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＝
以
上
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ
＝

お
誕
生
、
ご
め
い
福
、
ご
寄
付
欄
へ

の
掲
載
を
希
望
さ
れ
な
い
方
は
届
け

出
の
際
に
お
知
ら
せ
い
た
だ
く
か
、

本
庁
政
策
調
整
室
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。
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暮らしの情報暮らしの情報

当番医のお知らせ当番医のお知らせ
　担当医療機関は、下表のとおりです。
○都合により担当医療機関が変更になることがあります。出水消防署（☎63－0119）にお問い合わせください。
○当番医での受診は、急患に限ります。
※［当］：日曜・祝日在宅当番医（午前９時～午後５時）
　［児］：小児科当番医（午前10時～正午）

８　　　　　月
日 医　療　機　関　名

３日（日）

［当］わかすぎ皮フ科クリニック 皮膚科 表郷東 ☎ 64-1313

［当］野田診療所 内科 仮屋 ☎84-2023

［当］山田クリニック 内・外科 阿久根市 ☎72-0420

［当］飯尾医院 内・外・婦人科 長島町 ☎88-5040

［児］キッズクリニック 小児科 向江 ☎63-7707

10日（日）

［当］おかだクリニック 内・消化・放射線科 春日町 ☎63-7011

［当］せき耳鼻咽喉科クリニック 耳鼻咽喉科 東大野原 ☎64-1187

［当］北国医院 外・小児・整外科 阿久根市 ☎72-0016

［当］平尾診療所 内・外科 長島町 ☎88-2595

［児］出水総合医療センター 早馬 ☎67-1611

17日（日）

［当］林泌尿器科クリニック 泌尿器科・内科 早馬 ☎64-8800

［当］さくら通りクリニック 脳神外・脳神内科 千本付 ☎62-2311

［当］阿久根眼科 眼科 阿久根市 ☎72-0040

［当］長島クリニック 内・外科 長島町 ☎88-6405

［児］二宮医院 内・小児科 栄町 ☎62-0167

24日（日）

［当］友愛クリニック 内・消化器科 太鼓橋 ☎64-2101

［当］平田整形外科クリニック 整外科 西町 ☎62-8801

［当］林胃腸科外科 内・外科 阿久根市 ☎73-3639

［当］飯尾医院 内・外・婦人科 長島町 ☎88-5040

［児］出水総合医療センター 早馬 ☎67-1611

31日（日）

［当］福元医院 内・循環器科 新町 ☎67-3200

［当］荘記念病院 精神・内科 西水流 ☎82-3113

［当・児］ しみずこども医院 小児科 阿久根市 ☎68-0633

［当］脇本病院 精神・内科 阿久根市 ☎75-2121

［当］鷹巣診療所 内・外科 長島町 ☎86-0054
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暮らしの情報暮らしの情報

休日当番歯科医・当番薬局休日当番歯科医・当番薬局

期　　間
出　水　地　域 高尾野・野田地域

工 事 事 業 者 平　日 休日および平日の
　　午後５時以降 工事事業者 平　日 休日および平日の

　　午後５時以降
８月１日～３日 岩 﨑 電 設 ☎62－1414

携帯電話
（090－7397－7898）

別府水道住宅設備 ☎84－2080

携帯電話
（090－7154－7490）

８月４日～ 10日 ヤマサキ電機産業 ☎67－3405 樋 口 電 設 ☎85－5901
８月11日～ 12日 たかさご水道 ☎67－4400 ホクシン工建 ☎82－0612

８月13日 日之出建設工業 ☎63－3388 野 村 電 設 ☎82－3637
８月14日 職 建 ☎62－1409 第 一 産 業 ☎63－0708
８月15日 あかつき電化 ☎62－0650 アタックス ☎82－0044

８月16日～ 17日 日之出建設工業 ☎63－3388 野 村 電 設 ☎82－3637
８月18日～ 24日 職 建 ☎62－1409 第 一 産 業 ☎63－0708
８月25日～ 31日 あかつき電化 ☎62－0650 アタックス ☎82－0044

※歯科医院診療時間　午前９時～正午
◎変更になることがあります。
　出水消防署（☎63－0119）にお問い合わせください。

火の元には十分注意しましょう！
出水市消防本部管内の火災・救急状況（2014年６月１日～同６月30日）

火　　　　　　災 救　　　　　　急
発生件数 うち建物 死者 負傷者 発生件数 うち急病

出　　水 １件（　０） ０件（－１） ０人（　０） ０人（　０） 154件（－９） 88人（－９）
2014年の累計 ８件（－１） ４件（　０） ２人（＋２） ２人（　０） 1060件（－２） 540人（－94）

※（　）内の数字は前年同月比

水道修繕工事当番事業者

※家庭内の修繕は、施工した工事事業者にご連絡ください。

※家庭内の修繕は、施工した工事事業者にご連絡ください。

２日（土）▶高尾野夏祭り（昼の部：午後２時　夜の部：午後６時・高尾野駅前通り）
16日（土）▶野田郷夏祭り（午後６時・野田グラウンド）
23日（土）～24日（日）▶24時間高尾野ひまわり駅伝大会
　　　　　　　　（23日正午～24日正午・高尾野川ジョギングロード）

８月の主な行事

８月３日
太田歯科クリニック 歯科 ☎84－4700 仲 町（ 野 田 ）
い ず み 調 剤 薬 局 ☎68－5822 表 郷 東
野 田 調 剤 薬 局 ☎84－2856 仮 屋

８月10日
し お 歯 科 医 院 歯科 ☎67－5844 米ノ津駅通り
メ ー プ ル 薬 局 ☎62－9292 東 大 野 原

８月14日
つ ば さ 歯 科 医 院 歯科 ☎62－8519 花 立 西

８月15日
つ ば さ 歯 科 医 院 歯科 ☎62－8519 花 立 西

８月17日
橋 口 歯 科 医 院 歯科 ☎73－0508 阿 久 根 市
マリン薬局米ノ津店 ☎67－5002 早 馬
さ く ら ん ぼ 薬 局 ☎68－7000 千 本 付

８月24日
楠元内科医院（歯科） 歯科 ☎79－3351 鹿 島
め ぐ み 薬 局 ☎82－5551 太 鼓 橋
ひ ま わ り 薬 局 ☎62－6070 桜 町

８月31日
石 沢 歯 科 医 院 歯科 ☎84－4411 天 神（ 野 田 ）
ハ ー ト 薬 局 ☎79－3877 新 町
し も ず る 薬 局 ☎64－2211 西 水 流
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『今月の問題』

　

6
月
21
日
（
土
）
に
博
物
館

講
座
１
「
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
コ
ズ
ミ
ッ

ク
カ
レ
ッ
ジ
」
を
開
催
し
ま
し

た
。
鳥
と
飛
行
機
は
ど
の
よ
う

に
飛
ぶ
か
？
に
つ
い
て
の
説
明

の
後
、
ツ
ル
の
翼
の
は
く
製
を

手
で
回
し
て
、
空
気
が
翼
を
持

ち
上
げ
る
力
を
体
感
し
た
り
、

空
力
翼
艇
や
空
飛
ぶ
種
子
ア
ル

ソ
ミ
ト
ラ
の
種
に
模
し
た
物
を

作
り
ま
し
た
。
ア
ル
ソ
ミ
ト
ラ

の
種
の
工
作
で
は
、
シ
ー
ル
を

貼
る
場
所
を
各
自
工
夫
し
、
少

し
の
重
さ
の
違
い
で
飛
び
方
が

違
う
こ
と
を
知
り
ま
し
た

「
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ

コ
ズ
ミ
ッ
ク
カ
レ
ッ
ジ
」

99

鳥の骨の重さは体重の約何％
でしょう？
Ａ　約５％
Ｂ　約８％
Ｃ　約１０％

☆　答えは来月号で。先月号の答えは、
Ｂ　ソデグロヅルでした。

　

７
月
18
日
、
海
洋
公
園

プ
ー
ル
が
オ
ー
プ
ン
、
ま

た
、
翌
19
日
に
市
民
プ
ー
ル

が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　

学
校
が
夏
休
み
と
な
り
、

オ
ー
プ
ン
当
日
は
、
多
く
の

子
ど
も
た
ち
が
気
持
ち
よ
さ

そ
う
に
プ
ー
ル
開
き
を
楽
し

ん
で
い
ま
し
た
。

　

両
プ
ー
ル
と
も
８
月
31
日

ま
で
の
午
前
10
時
～
正
午
、

午
後
１
時
～
同
５
時
に
開
所

し
て
い
ま
す
。

　

勉
強
に
疲
れ
た
ら
、
プ
ー

ル
で
泳
い
で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

し
ま
せ
ん
か
？

　少年補導員等としての活動などが評価され、全国
少年補導功労表彰金賞を受賞した松田一俊さん（上
特手自治会・前列左）、全国少年補導功労表彰銀賞
を受賞した福田利夫さん（広瀬自治会・前列中央）、
県少年補導功労者表彰を受賞した西原るみ子さん

（新蔵中自治会・前列右）

　

食
生
活
改
善
推
進
活
動
が
評
価
さ
れ
、
県

知
事
表
彰
を
受
賞
し
た
濵
島
洋
子
さ
ん
（
名

古
中
自
治
会
・
前
列
右
）、
名
誉
会
員
表
彰

を
受
賞
し
た
久
田
サ
ツ
キ
さ
ん
（
上
古
市
自

治
会
・
前
列
左
）

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　第１回津軽三味線全九州コンクール、シニア
の部で準優勝した、瀬戸上美春さん（御岳自治
会・前列右）と師匠の宇藤さん。

　第 30 回記念鹿児島マスターズ陸上競技選手
権大会、Ｍ 80 クラス種目 100㍍で優勝した、
田中義人さん（下山自治会）




